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中学校国語科における

古典を読み深める力を育成する指導の工夫
－ －古典と表現領域との複合単元化とその実践を通して

長期研修員 中畑 真美

【国語－中 古典 読み深める力 表現領域 複合単元化 言語活動】キーワード

Ⅰ 主題設定の理由

現行の学習指導要領では、基礎的・基本的な知識・技能、思考力・判断力・表現力等及び学習意欲を

重視し、これらを調和的に育成する言語活動の充実が強調されている。国語科では〔伝統的な言語文化

と国語の特質に関する事項 が新設され 小学校から古典作品を取り上げて親しむこと 中学校では 言〕 、 、 「

語の歴史や、作品の時代的・文化的背景とも関連付けながら、古典に一層親しむ態度を育成すること」

が求められた はばたく群馬の指導プラン では 文章の特徴や表現の仕方について考えること 自。「 」 、「 」「

分の考えや伝えるべき内容を相手や目的に応じて表現すること」等を国語科の課題として挙げている。

これらから、中学校古典指導で大切なことは、生徒の主体的な古典へのかかわりと小学校から一歩踏

み込んだ内容理解を促す指導の工夫であると考える 〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕。

は 「Ａ話すこと・聞くこと 「Ｂ書くこと」及び「Ｃ読むこと」の３領域の指導を通して指導する旨、 」

が今回の改訂で明示された。今後は「読むこと」に偏りがちであった指導から、他の２領域も視野に入

れた展開や扱う教材の拡大、新たな作品の教材化などが必要となる。このような動きを受け、古典に親

しみをもたせるための単元構想の工夫や古典の授業における言語活動の取り入れ方などが研究され、様

々な表現活動と関連させた授業プランを紹介する書籍も出版されている。これらを見ても、解説を中心

とした単調な授業展開からの脱却が望まれていることは明らかで、古典に親しんでいる生徒が多いとは

言いがたい現状の改善が求められていることが分かる。しかし先行研究からは、古典学習への主体的な

取組を促す言語活動の設定、またそうした場合の必要時数の確保等の難しさがうかがえる。さらに、単

に親しむだけにとどまらない、より深い作品の内容理解に達する指導の工夫も課題である。

、 （ 「 」「 」 ）そこで 古典と表現領域 本研究では 話すこと・聞くこと 書くこと の領域を指すものとする

とを複合単元化し、読み取ったことを基に表現し合う活動を単元を貫く言語活動として計画的かつ系統

。 、 、的に設定した授業プランを構想することとした 併せて 古典を身近に感じることが大切であると考え

「古典と自己とのつながり」を意識させる学習過程を組み込む。言語活動には教科書の表現領域の単元

を活用し、読解と表現とが一体となった新たな単元を設ける。協力校の実態調査からも、古典への関心

が低く、自分の考えを表現することに苦手意識をもつ生徒が多いことが分かった。古典と表現領域とい

う二つの単元を複合的に扱うことは、古典作品への理解の深化、他者との交流で自分の考えや思いを伝

えるために積極的に古典とかかわろうとする態度の涵養、生涯にわたって古典に親しむ素地の育成など

が期待できる。また、表現領域を教材として扱う際、目的意識を明確化することは、生徒の主体的な学

習を促すとともに、教材としての扱いやすさや指導のしやすさにもつながり 「はばたく群馬の指導プ、

ラン」で示された表現にかかわる課題の解決策にもなると考える。

以上のことから、中学校国語科の古典学習において、現代を生きる自己とのつながりを意識しながら

古典作品を読み、言語活動を通して古典を読み深める力を育成したいと考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

中学校国語科古典指導において、古典と表現領域とを複合単元化し 「話すこと・聞くこと 「書く、 」

こと」と関連させた言語活動を取り入れることは、古典を読み深める力の育成に有効であることを、実

践を通して明らかにする。
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Ⅲ 研究の見通し

１ 古典を身近な存在として感じること

「古典の世界を感じる（つながり１ 」場面において、作者や作品の背景について知ったり本文や）

リズムの特徴を生かしながら音読したりすることで、古典を身近な存在として感じることができるで

あろう。

２ 作品に対する見方を広げること

「古典の世界を広げる（つながり２ 」場面において、語句や表現に即しながら登場人物の心情を）

考えたり他の作品や場面と比べながら読んだりすることで、古人のものの見方や考え方に気付き、作

品に対する見方を広げることができるであろう。

３ 作品を読み深めること

「古典の世界を深める（つながり３ 」場面において、作品から読み取ったことを基に「話すこと）

・聞くこと 「書くこと」と関連させた言語活動を行い、自分と異なる考えに触れたり自分を振り返」

ったりすることで、作品を読み深めることができるであろう。

Ⅳ 研究内容の概要

本研究では、目指す生徒像を「古典を身近に感じ、読み深めることができる生徒」と設定し 「古典、

を読み深める力」の育成をねらいとしている。そのために、古典と表現領域の単元とを複合単元化し、

適切に設定した言語活動を通してねらいに迫っていく。古典を身近に感じるためには、古典と自己との

間に「つながり」を見いだすことが必要であると考え、複合単元化した授業プランの中に「 古典と自『

己とのつながり』を意識させる３段階の学習過程」を組み込むこととした。

単元を貫く言語活動には、教科書の表現領域の単元を活用することで、表現領域の学習のさらなる充

実化を図る。同時に、古典と表現領域それぞれの指導のねらいを効果的に実現すべく、単元指導計画も

より実効的なものになるよう工夫・改善していく。

実践授業では、第２学年で「平家物語」と「パネルディスカッションをする」という二つを複合単元

化した 「平家物語」の登場人物について、パネルディスカッションで討論・交流するというものであ。

り、この実践の結果から、言語活動を通して作品を読み深めることができたかを検証した。

Ⅴ 研究のまとめ

１ 成果

単元を貫く言語活動の設定により、生徒自身が思考したり判断したりする場面を作ることがで○

き、討論による意見の交流が作品に対する新たな見方や考え方をもつことにつながった。その結

果、生徒の「古典を読み深める力」を育成することができた。

作品と関連したテーマ設定により、討論の目的が明確化され、考えを表現・交流する意欲を引○

き出すことができた。その結果、討論という言語活動にも積極的に取り組ませることができた。

古典作品を読むことへの興味・関心を高めることができた。古典と自分との隔たりが薄まり、○

主体的に古典とかかわろうとする姿勢が育ってきている。

２ 課題

古典に触れる機会を増やせるような単元構想の工夫を継続していく。表現領域だけではなく、○

「読むこと」の領域との関連や音読など、具体的な手だての再検討が必要である。

人前で話すことに、まだ抵抗感が残る生徒も多い。授業の様々な場面で、発表や交流といった○

活動を計画的かつ系統的に取り入れていく必要がある。

今回の実践を通して高まった古典への興味・関心を継続させていく必要がある。多くの作品に○

触れさせるとともに、生徒の読書活動の推進にもつなげたい。
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Ⅵ 研究の内容

１ 古典を読み深める力とは

本研究において「古典を読み深める力」とは 「古典に描かれた見方や考え方、すなわち価値観を、

自身に照らし、読み取った古典の世界を自分の言葉で表す力」ととらえる。

これまでは中学１年生が古典の入門期とされ、生徒たちは新鮮さや期待感をもって古典と出会って

いたが、今後は小学校低学年から古典に親しむ児童の育成が想定される。そこでの主たる手だては音

読・暗唱であり、深い内容理解までは求められていない。一方中学生は知的好奇心や新しい知識の獲

得への欲求も高まっており、古典を読み深める力の育成には、生徒にとってより興味深いものとなる

ような学習展開の工夫と同時に、効果的な言語活動の設定が必要であると考える。

そこで、本研究の手だてとして、古典と表現領域とを複合単元化する。具体的には、読み取ったこ

とを基に表現し合う活動を単元を貫く言語活動として計画的かつ系統的に設定し、そこに生徒の古典

に関する興味・関心を喚起する「 古典と自己とのつながり』を意識させる３段階の学習過程」を組『

み込む授業プランを構想した。このように、言語活動を通して主体的に古典とかかわることで、古典

作品を身近に感じ、読み深めることのできる生徒の育成を目指す。

２ 古典を読み深める力を育成する手だてについて

(1) 古典と表現領域との複合単元化について

① 「複合単元化」とは

水戸部修治氏（2013）は「複合単元」を 「 話すこと・聞くこと 『書くこと 『読むこと』の、『 』 』

三領域のうちの二つもしくは三つの領域の指導事項を、一つの単元内で組み合わせて指導すること

により、指導の効果を高めようとする単元構想」と説明している。また 「領域を『相互に関連付、

けて指導』する際、単独領域の単元どうしを年間指導計画の見通しのもとに関連付ける場合と、一

つの単元内で複数領域を関連付けて指導する場合とが考えられる。複合単元は、後者に当たる」と

している。本研究では、教科書教材の古典と表現領域の単元とを組み合わせ、新たな単元を構想し

ている 「表現領域」とは、３領域の中の「話すこと・聞くこと 「書くこと」の２領域を指すも。 」

のとし、古典を読み深める「読むこと」と関連付ける。このような形で複数領域の指導を組み入れ

ることにより、双方の単元や指導事項を活かした新しい視点からの古典指導に加え、表現領域の指

導の充実にもつなげることができると考える。こうした読解と表現とが一体となった構想を、本研

究では「複合単元化」ととらえることとする。

② 表現領域と複合させる意義と「単元を貫く言語活動」を設定した単元構想

〔 〕 。伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 は３領域の指導を通して指導することとされた

「読むこと」の指導事項の適用からの大きな転換であり、新しい古典教育が求められている証左と

言える。これまでは古典について指導すべき事項（以下 「事項 ）は示されていなかったが、古、 」

典指導充実の方針の下に明確になった。今後は、画一的になりがちであった従来の古典指導の形に

とらわれない新しい視点からの構想による「事項」の定着を図る必要がある。それらを年間指導計

画に適切に位置付け、３年間を見通して系統的に指導することは、古典に触れる機会の増加を促す

とともに、伝統文化である古典に生涯にわたって親しむ態度の育成に結び付くものと考える。

本研究では、古典と複合単元化させる領域を「話すこと・聞くこと 「書くこと」の表現領域に」

絞ることとする。生徒の中に、考えはもててもそれを自分の言葉で表現することや、基本的な知識

や技能を身に付けてはいてもそれを活用することが苦手な者も少なくないからである。それらの克

服には、古典に触れることで得られた各自の考えなどを交流し合う多様な言語活動を設定し、それ

を経て再び各自が考えなどを深める活動を展開することが有効であると考えた。

具体的には、各学年で構想した新たな単元ごとに「単元を貫く言語活動」を位置付ける（次頁表

１ 。複合単元化により設定した言語活動のテーマを、古典作品の読解と関連の深い内容とするこ）

とにより、目的意識が明確化され、作品理解に向けた生徒の主体的な取組が期待できる。これは、

古典を読み深める力の育成や各表現活動の効果的・効率的な指導の実現につながるものである。
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表１ 各学年ごとに構想した単元
備考学年 複合させた単元 単元を貫く言語活動 関連する「事項 ・指導事項（学習指導要領より）」

【伝】古
『竹取物語』他

古典には様々な種類の作品があることを知ること。典 いろいろな古典を (ｲ)

資料
徹底比較！ 【話・聞】

編
表 話すこと・聞くこと ～作品の魅力を紹介 ウ 話す速度や音量、言葉の調子や間の取り方、相

参照
１ 手に分かりやすい語句の選択、相手や場に応じた現 書くこと し合い、みんなで

。領 『ポスターセッ 言葉遣いなどについての知識を生かして話すこと古典リストを作ろ
ションをする』 【書】域 う～

イ 集めた材料を分類するなどして整理するととも（紹介）
に、段落の役割を考えて文章を構成すること。

【伝】古
『平家物語』

平家物語の人々が
(ｲ) 古典に表れたものの見方や考え方に触れ、登典 大切にしていた

資 料
表 ものは？ 場人物や作者の思いなどを想像すること。

編
２ 【話・聞】現 話すこと・聞くこと ～自分のイチ押し登

参照
領 『パネルディスカッ 場人物について語 イ 異なる立場や考えを想定して自分の考えをまと

め、話の中心的な部分と付加的な部分などに注域 ションをする』 ろう～
意し、論理的な構成や展開を考えて話すこと。（討論）

【伝】古
『 』おくのほそ道

(ｲ) 古典の一節を引用するなどして、古典に関す典
資 料

表
俳句でたどる

る簡単な文章を書くこと。
編

３ 【書】現 書くこと
「おくのほそ道」

参照
領 『修学旅行記を ア 社会生活の中から課題を決め、取材を繰り返し

～「芭蕉道中記」を

作る』 ながら自分の考えを深めるとともに、文章の形態域
編集しよう～

を選択して適切な構成を工夫すること。
（編集）

【話・聞】話すこと・聞くこと 【書】書くこと 【伝】伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項＊

(2) 「 古典と自己とのつながり』を意識させる３段階の学習過程」について『

生徒の古典嫌いの一因として、自分たちとはかけ離れた遠い世界のものであるとの認識が挙げら

れる。それを解消し、古典を身近に感じさせるには、古典と自己とがつながるという意識が重要だ

と考えた。そこで、各単元に表２のような３段階の学習過程を位置付けることとする。

表２ 「古典と自己とのつながり」を意識させる３段階の学習過程

段 階 つながりの視点 手 だ て

古典の世界を感じる つながり１ 当時の様子を想像してみよう 背景知識の把握と多様な音読（ ）

古典の世界を広げる つながり２ 自分に引き寄せて考えてみよう 他の作品や場面との比べ読み（ ）

古典の世界を深める つながり３ 自分の言葉で表現してみよう 「話すこと・聞くこと 「書くこ（ ） 」

と」と関連させた言語活動

まず「つながり１」として、作品の背景を知ったり登場人物などを想像しながら音読に取り組ん

だりすることで、古典の世界を感じさせる。次に「つながり２」として、他の作品や場面と読み比

べたり自分に引き寄せて考えられる作品に触れたりすることで、古典の世界を広げさせる。最後に

「つながり３」として、広がった自分の考えを基に表現・交流活動を行い、古典の世界を深めさせ

る。自分の知識や経験と照らし合わせたり、今を生きる自分の思いと重ね合わせたりしながら具体

的に想像することで、古典をより身近に感じさせたい。生徒たちが各単元においてこのような過程

を経ながら単元を貫く言語活動に取り組むことにより、自分とは異なる考えに触れたり、自分の思

いの言語化を通し自己を見つめたりすることで、古典を読み深めることができると考える。

３ 先行研究とのつながり

新しい古典指導が求められるようになったことで、単元構想の工夫や古典の授業での言語活動の取

り入れ方などが研究されるようになった。これらの中には、様々な表現活動、具体的には音読や創作

などと関連させた授業プランを構想しているものも見られる。このように、これまでも行われてきた

活動を「単元を貫く言語活動」として明確に位置付け古典と関連をもたせた研究は、新しい古典指導

に結び付くものであると考える。言語活動と作品読解に密接な関連が生まれたことは成果であり、本

研究にも生かせるものである。

しかし、これらの研究は、古典に親しみをもたせることを主たる目的とする場合が多い。中学校で

の古典指導では、古典に親しむだけでなくもう一歩踏み込んだ内容理解が期待されており、目指す能

力の育成を実現する適切な「単元を貫く言語活動」の選定、通常の古典の単元に表現活動を組み込む
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際に生じる指導時間の増加などが課題として考えられる。

これらの課題を基に、本研究では教科書教材を活用し、古典と表現領域とを複合単元化することと

した。これにより、新たな言語活動を設定するのではなく、教科書の表現領域の活動を「単元を貫く

言語活動」として、そのまま使用することができる。また、複数領域を密接に関連付けた指導は、作

品理解の助けとなることが期待できる。さらに、複合単元化により指導内容も精選され、指導時間の

短縮にもつながると考えている。

４ 協力校における実態調査から

アンケート調査を行ったところ、それぞれの項目に「当てはまる 「少し当てはまる」と回答した」

生徒の割合は表３のような結

果であった。

、「 」古典学習では 古語の意味

についての理解度が低い 「作。

品の内容」についての関心の高

さを考えると、興味はあるが理

解は難しいという現状がうかが

える。また、想像しながら音

読したり、昔の人と自分とを比べたりする生徒が少ないという結果から、表面的な作品理解にとどま

っていることも懸念される。一方表現活動では、話したり書いたりすることに苦手意識があるが、考

えを友達と交流することは大切だととらえていることが分かる。また、クラス全体での発表は苦手で

も、少人数での話合いには前向きに参加している様子がうかがえる。

昨年度実施した市の学力調査でも、協力校の生徒は「話すこと・聞くこと」の「エ 必要に応じて

質問しながら聞き取り、自分の考えとの共通点や相違点を整理すること 「読むこと」の「エ 文」、

章の構成や展開、表現の特徴について自分の考えをもつこと」などの指導事項に関する問題の正答率

が低く、聞くことや自分の考えを形成することに課題があることが明らかになった。

５ 研究構想図

表３ 古典学習と表現活動に関する事前アンケート調査

歴史的仮名遣いを理解している 75％
古
古語の意味を理解している 52％

典
作品の内容を知ることが好きである 81％

学
音読するとき、心情や情景・作者の思いなどを想像する 38％

習
古典の学習で、昔の人と自分のものの見方や考え方を比べる 30％
自分の考えを人前で話すことが好きである 19％

表
自分の考えを文章に書くことが好きである 34％

現
自分の考えを友達と交流することが好きである 67％

活
友達との交流から学ぶことがたくさんあると思う 84％

動
グループ内で話し合うことが好きである 78％
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Ⅶ 実践の計画と方法

１ 授業実践の概要

対 象 研究協力校 みどり市立大間々東中学校第２学年 66名（２クラス）

実 践 期 間 平成25年10月７日（月）～ 10月23日（水） ８時間

単 元 名 登場人物の生き様を通して 「平家物語」の世界を読み深める、

～自分のイチ押し登場人物について語ろう～

扇の的－「平家物語」から

話し合って考えを広げよう （国語２ 光村図書）パネルディスカッションをする

単元の目標 作品から読み取ったことを基に行うパネルディスカッションを通して 「平家物語」を、

読み深めることができる。

２ 検証計画

研究の仮説 検証の観点 検証の方法

中学校国語 中学校国語科古典指導において、作品を読み深める力を育成するた

科古典指導に めに古典と表現領域とを複合単元化することの有効性を、以下の観点

おいて、古典 から検証する。

と表現領域と ・教師による観察○観点１〈古典の世界を感じる〉

を複合単元化 作者や作品の背景について知ったり本文やリズムの特徴を生かしな ・アンケート

し 「話すこと がら音読したりすることは、古典を身近な存在として感じるために有、

・聞くこと」 効であったか。

「書くこと」 ・教師による観察○観点２〈古典の世界を広げる〉

と関連させた 語句や表現に即しながら登場人物の心情を考えたり他の作品や場面 ・ワークシート

言語活動を取 と比べながら読んだりすることは、古人のものの見方や考え方に気付 ・アンケート

り入れること き、作品に対する見方を広げるために有効であったか。

で、古典を読 ・言語活動の様子○観点３〈古典の世界を深める〉

み深める力が 作品から読み取ったことを基に「話すこと・聞くこと 「書くこと」 ・生徒の自己評価」

育つであろう と関連させた言語活動を行い、自分と異なる考えに触れたり自分を振 ・ワークシート。

り返ったりすることは、作品を読み深めるために有効であったか。 ・アンケート

３ 抽出生徒

Ａ Ｂ Ｃ

歴史的仮名遣いの理解度が高く 歴史的仮名遣いについてはおお 歴史的仮名遣いの理解が不十分、

正確な音読ができる。古典の世界 むね理解しており 音読もできる なため、音読もつまずくことがあ、 。

を豊かに想像することができる。 現代語訳を基に、内容を理解する る。古典は難しいと考えており、

自分の考えと比較しながら話を聞 ことができる。自分の考えを、根 なかなか親しむことができない。

、いたり、根拠を明確にして表現し 拠を挙げながら表現することがで 自分の考えをもつことはできるが

たりすることができる。 きる。 根拠を挙げたり表現したりするこ

とは苦手である。

４ 評価規準

国語への 言語についての
話す・聞く能力 読む能力

関心・意欲・態度 知識・理解・技能

「平家物語」のもつ ①聞き手の意見や質問を予 ①描写の効果や登場人物の言動の 文語のきまりや仮

独特の調子やリズム 想して自分の考えをまと 意味などを考えて古文の内容を 名遣い、作品の特

を意識して朗読し、 め、分かりやすい構成を 理解している。 徴を生かして朗読

登場人物の心情を知 考えて話している。 ②古文に表れているものの見方や するなどして、古

ったり自分の考えを ②要点や根拠などを確かめ 考え方について、自分の知識や 典の世界を楽しん

もったりしようとし ながら聞き、自分の考え 経験と関連付けて考えをもつと でいる。

ている。 と比較している。 ともに、交流を通してさらに深

めている。
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５ 指導計画（全８時間）

時 主な学習活動 指導上の留意点及び支援・評価 評価方法段階

・ 平家物語」の冒頭部 ○生徒の興味を喚起するために、多様な資料を用いながら 「平家物 【言】「 、
分「祇園精舎」を読 語」という作品の特徴について押さえる。 観察
み、作品について知 ○楽しみながら音読・暗唱できるよう 様々な形で音読練習をさせる 音読の様、 。
る。 ○パネルディスカッションが意見を交流し深める話合いであることを押 子

・作品から読み取った さえ、テーマを設定する。
１ ことを、パネルディ１

スカッションで交流
するという課題を設古
定し、学習に対する典
見通しをもつ。 ○作品を読み深めることが最終的な目標であることを確認し、作品をの

読む際に心に残った人物を一人見つけていくよう伝える。世
界
を
感
・登場人物の様子を想 ○現代語訳や資料を活用し、物語のあらすじだけでなく 「扇の的」の舞 【関】じ 、
像しながら 扇の的 台や源平の合戦の歴史、登場人物などもとらえられるようにする。 音読の様る 「 」
を音読し、自分なり ○「登場人物の行動に着目すること 「描かれている情景を想像する 子」
の感想をもつ。 こと」という音読するときのポイントを押さえる。 ワークシ

ート
２ 生徒の

自己評価

・ 扇の的」の内容を読 ○重要な語句や表現、登場人物などに着目しながら読み進められるよ 【読】「
み取り、登場人物の う助言する。 観察
心情を理解する。 ○常に自分に引き寄せて考えられるよう、自分の考えをもつ際のポイ ワークシ

３ ントとして 「共感できる 「なぜだろう 「自分だったら」という観 ート、 」 」
点を提示する。２

古
典
・平家物語「敦盛の最 ○「敦盛の最期」の内容を確認し、源氏方や平家方、身分などに応じ 【読】の
期」と読み比べ、登 て、登場人物それぞれに様々な思いがあることを、現代の自分の価 観察世
場人物の心情を理解 値観と照らし合わせながら読み取らせる。 ワークシ界
する。 ○テーマに沿って、自分が最も共感できる登場人物を一人選び、その ートを

・パネルディスカッシ 人物に対する自分の考えをもたせる。広
４ ョンで取り上げたいげ

。る 登場人物を一人選ぶ

・選んだ登場人物に対 ○前時にもった自分の考えを「立論」という形でまとめる際、根拠を 【読】
する自分の考えをま 明確にして書くよう助言する。 ワークシ

５ とめる。 ○同じ人物を選んだ者同士でグループを作り、考えを交流し合う。その ート
６ ・パネルディスカッシ 際、意見を合意形成していくための手段として、ＫＪ法を用いる。

ョンのイメージをも ○役割を決め、発表の内容と方法を話し合うよう指示する。
ち、準備をする。

３
【 】・パネルディスカッシ ○自分とは異なる意見を聞くことで、自分の考えを見直したり深めた 話・聞

ョンを行い、討論を りするよう助言する。 観察古
する。 ○発言をする際には 聞き手のことを考え 分かりやすく話す工夫をさせる 討論の様典 、 、 。

子の
７ 生徒の世

自己評価界
を

。深
め
・パネルディスカッシ ○パネルディスカッションを通して、新たな考えに気付いたり、考えが 【読】る
ョンを振り返り、平 広がったりした生徒を指名し、読みの深まりを全体で共有する。 ワークシ
家物語やその登場人 ○再度個人学習の場を設定し 「平家物語」やその登場人物について読 ート、
物についての自分の みの深まりが見られた点に気付かせ、自分の考えを書かせる。

８ 考えをまとめる。

テーマ：平家物語の人々が大切にしていたものは？
～自分のイチ押し登場人物について語ろう～

〈検証：見通し②〉作品に表れたものの見方や考え方を基に、登場人物について自分の考えをもつ

ことができたか。

〈検証：見通し③〉パネルディスカッションを通して自分の考えやその根拠について発言したり、

自分の考えの見直しや補足をしたりすることができたか。

〈検証：見通し③〉見直しや補足をした自分の考えを基に、平家物語について読みを深めることが

できたか。

【言】文語のきまりや仮名遣いに注意したり、作品の特徴を生かした
りしながら音読している。

【関】「平家物語」のもつ独特のリズムや、表現の効果などを意識し
ながら音読している。

【読】描写の効果や登場人物の言動の意味などを考えて古文の内容を
理解している。

【読】古文に表れているものの見方や考え方を基に、登場人物につい
て自分の考えをもっている。

【読】自分の経験や知識と関連付けて考えをまとめ、交流して深めて
いる。

【読】現代を生きる自分の知識や経験、思いと重ねながら、作品を通
じて考えたことを書いている。

【話・聞】自分の考えとその根拠、反論などを組み合わせて分かりやすく
話したり、自分の考えと比較しながら聞いたりしている。

〈検証：見通し①〉背景知識の学習と多様な音読を通して、「平家物語」をつかむことができたか。
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Ⅷ 実践の結果と考察

古典を読み深める力を育成するために古典と表現領域とを複合単元化することの有効性を、見通しに

沿って、それぞれ「学習活動の概略 「全体の様子 「抽出生徒の様子」の３項目から考察する。」 」

１ 古典を身近な存在として感じること

(1) 学習活動の概略

「古典の世界を感じる」第１段階は 「背景知識の把握と多様な、

音読」を手だてに作者や作品の背景について知る学習である。生徒

には 「当時の様子を想像してみよう」というつながりの視点を示、

した 「古典の世界を感じる」とは古典を身近な存在として感じる。

ということであり、背景知識を踏まえて音読し、作品に描かれてい

る世界を想像したり興味をもったりする状態ととらえる。古典学習

への抵抗感を払拭することもねらいとしている。

具体的には、背景知識を学ぶ場面で映像資料を活用した。写真等

で興味を喚起し（図１上 、音読時間確保のために重要事項を示し）

ワークシートに記入させた（図１下 。映像資料は「扇の的」のあ）

らすじの把握にも活用した。また、第１学年の既習事項である歴史

的仮名遣いにはあえて触れず、音読の中で確認できるよう配慮した。

その上で、単元のねらいである「登場人物の生き様を通して作品を読み深めていく」ために、パネ

ルディスカッションでの討論を行うという課題を設定した。

(2) 全体の様子から

、 。古典の世界を感じることができたかどうかを 教師による観察と生徒のアンケートから検証した

まず、背景知識を学ぶ場面では、全員がワークシートにスムーズに記入することができた。映像

、 。資料とワークシートが対応していたことで 短時間で背景知識を把握することができたと思われる

次に、音読では第１時で「祇園精舎」を、第２

時で「扇の的」を、それぞれ多様な方法（追い読

み、交代読み、二人読み、グループ読み、たけの

こ読み、スピード読み （図２）で読ませたとこ）

、 。「 」ろ 積極的に取り組む様子が見られた 二人読み

や「グループ読み」は、歴史的仮名遣いなどを確認し合う場ともなり、下位群の生徒には特に有効

であった 「祇園精舎」は短く覚えやすいということもあるが、20分間で３分の１程度の生徒が暗。

唱していた 「扇の的」は文章も長くなり、難解な語句や表現も増えるため、暗唱こそできなかっ。

たが、覚えようと努力している様子がうかがえた。

第２時では個人練習の時間を確保し、ペアやグループで評価し合う活動を行った。少人数での活

動で抵抗感なく取り組むことができ、友達の音読への賞賛もあちこちから聞こえた。

実践前後のアンケートからも、音読に対する意識の変容がうかがえる。実践後には87％の生徒が

「意欲的に取り組んだ （図３ 、78％の生徒が「心情や情景・作者の思いなどを想像しながら読」 ）

んだ （図４）と回答した。これは、作品に対する興味が喚起され、遠い世界のものという認識が」

薄らぐと同時に、イメージの膨らみから想像力を働かせることができたからであると考える。音読

時に文字を追うだけでなく、想像を広げながら読めたということは大きな成果と言える。

◆いろいろな音読の仕方（例）

、 。・交代読み…教師と生徒 男子と女子など交代で読む

・たけのこ読み…読みたい一文を自分で決め、その

箇所が来たら立って読む。

・スピード読み…通常の倍速程度のスピードで読む。

図１ 映像資料

図２ 多様な音読の一例

図３ 意欲的に音読した生徒の変容 図４ 想像して音読した生徒の変容
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(3) 抽出生徒の様子から

抽出生徒の様子は、表４のとおりである。三名とも積極的に取り組んでいた 「平家物語」の登。

場人物は社会科でも学習しているためか、それにかかわる発言もあった。生徒Ａ・Ｂの音読は、十

分に満足できる状態であった。生徒Ｃは音読を苦手としていたが、友達との練習や聞き合いが自分

も正しく音読できるという達成感につながったようで、楽しそうに取り組んでいた。これらから、

多様な音読方法を取り入れたことは効果的であったと考える。ただ、音読は古典に親しむために重

要な手だてなので、今後もより一層の工夫・改善が必要である。

以上から、第１段階の手だてとして取り入れた「背景知識の把握と多様な音読」と「当時の様子

を想像してみよう」というつながりの視点は、古典を身近に感じる上で有効であったと考える。

表４ 抽出生徒の学習状況

源氏や平家などに関する知識もあり、教師の質問に答えながらワークシートの記入を行っていた。音読は、大

きな声で読んでいた。すぐに覚え始め 「祇園精舎」は暗唱までできた 「扇の的」も滑らかに読み、歴史的仮Ａ 、 。

名遣いも正確に読めていた。練習後の「ミニ音読発表会」では、挙手をして発表した。

映像を興味深そうに見ており、特に人物のイラストに関心を示していた。ワークシートの空欄にメモを取りな

がら学習を進めることができた。音読でも、初めて行う音読方法に興味を示し 「祇園精舎」は問題なく読め
Ｂ

、

た 「扇の的」は滑らかに読めるわけではないが、大きな声を出して読んでいた。隣の生徒と読みを確認しな。

がら練習していた。

普段はノートに書く作業を面倒くさがるが、今回はしっかり書くことができた。映像に対して、思ったことを

口にするなど、興味を示した様子であった。音読では、難しい場面や分かりにくい歴史的仮名遣いなどで止まＣ

ってしまうこともあったが、口を開け、しっかり声を出して読もうとしていた。ペアでの相互評価では、隣の

友達の音読に対し、賞賛の言葉を述べていた。休み時間にも、友達同士で読み合っていた。

２ 作品に対する見方を広げること

(1) 学習活動の概略

「古典の世界を広げる」第２段階は 「他の作品や場面との比べ読み」を手だてに、語句や表現、

を基に作品を読み取る学習である 「自分に引き寄せて考えてみよう」というつながりの視点を示。

した 「古典の世界を広げる」とは作品に対する見方を広げるということであり、描かれた古人の。

ものの見方や考え方に気付き、それを基に自分の考えをもった状態ととらえる。語句や表現に即し

た上で、そこに自分とのつながりを見いだしながら作品の理解を深めることをねらいとしている。

単元を貫く言語活動と

して位置付けたパネルデ

ィスカッションに向け、

人物像に焦点を絞った読

み取りを行うために、ワ

ークシートを登場人物ご

とにまとめる形式とし、

ヒントになる場面やセリ

フを取り上げた。そして

「共感できるな 「なぜ」

」「 」だろう 自分だったら

という考えを書く欄を設

け、各登場人物と自分と

を比較させた（図５ 。）

作品に対する見方を広げ

るためには、生徒の思考

を促す主体的な学習が必

要であること、人物像を

読み取るためには必然的

（

）
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物
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。
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〕
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〔
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一

与
一
が
使
っ
た
矢

名
前
〔

〕

長
さ
〔
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〔

〕
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の
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房
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る

な
ぜ
だ
ろ
う

共
感
で
き
る
な

自
分
だ
っ
た
ら

扇

登場人物について自分の考えを書くワークシート図５
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、 。に現代語訳を確認する状況が生じることなどから 現代語訳を細かく確認する機会は設けなかった

次に、本実践では、他の作品ではなく同作品の他の場面との比べ読みをすることとし 「敦盛の、

最期」を取り上げた。特徴的な人物が登場し、様々な芸能の題材にもなるなど 「平家物語」を代、

表する場面の一つであることが理由である 「扇の的」では那須与一、黒革をどしの鎧を着た男、。

源義経の三人 「敦盛の最期」では熊谷直実と平敦盛の二人を取り上げ、登場人物の行動の意味や、

心情を考えながら 「平家物語」の世界観や武士の価値観をとらえていった。、

(2) 全体の記述内容から

登場人物と自分自身とを重ね合わせて読み、自分の考えがもてたかどうかを、ワークシートと生

徒のアンケートから検証した。

ワークシートを見ると91％の生徒が自分ならどんな行

動をとるかを記述し、76％が登場人物と自分との共通点

や相違点を書いていた（表５ 「共感できるな 「なぜだ）。 」

ろう」への記述が少ないのは、教師の指示が影響したも

のと考える。共通点や相違点への記述に悩んでいる生徒

、「 」 。が多くいたため 自分だったら への記入を先に促した

そこに記述できるということは、その根拠となる共通点や相違点にも何らかの考えをもつ状態を表

すものと判断したからである。

「扇の的」では、与一が扇を射落とす場面を中心に、三人の行動の意味や心情、武士にとっての

戦の意味などを考えることができていた。与一に関しては、神々に祈りつつも死を覚悟し扇を射る

場面、主君の絶対的な命令に従い船上の男を射倒す場面を取り上げ、勇気を称える記述や非情な殺

戮を非難する記述とともに、命令に服従せざるを得ない武士の葛藤などに触れる記述もあった。黒

革をどしの鎧を着た男に関しては、舞を舞ったことに疑問を感じる記述が目立った。義経に関して

は、冷徹な大将との記述が大半を占めたが、中には「弓流し」の場面から源氏の大将としてのプラ

イドを感じたり、男を射倒す命令の裏にある大将としての責任に触れたりする記述もあった。

「敦盛の最期」では、親子の情愛や戦のむなしさ、死にゆく人間の誇りなど、人間の生き方の普

遍性について考えることができた。直実に関しては、自分の息子と同年代の敦盛に見せた優しさや

武士の身の上を嫌い出家する情け深さなどに共感する記述が多く、苦悩する直実に親近感を覚えた

生徒が多かった。敦盛に関しては、自分たちと変わらぬ若者でありながら、武士としての誇りを守

、 。ろうとした潔さや最後まで武士たらんとした姿に 自分たちとは違う生き様を見た記述が多かった

記述内容に差はあるものの、物語の流れに沿うのではなく人物ごとにとらえたことで、各登場人物

像に迫ると同時に、古人のものの見方や考え方に気付くことができたと考える。

アンケートを見ると 「昔の人と自分のもの、

の見方や考え方を比べた」が83％と大きく増

加した（図６ 「登場人物の気持ちになって）。

考えた」も80％おり、登場人物に特化した読

み取りの効果が見て取れる 「昔の人の考えを。

知ることが楽しい」が81％（図７ 「 平家物）、『

語』の内容に共感した」が88％という結果から

も作品に対する見方を広げることができたと

考える。

(3) 抽出生徒の記述内容から

次頁表６は、抽出生徒の五人の登場人物に

対するワークシートの記述の様子である。

。三名の記述内容に大きな違いは見られない

それぞれ登場人物に思いを馳せ、自分自身を

寄り添わせることができていた。特に、稚拙

表５ 登場人物と自分自身とを重ね合わ

せて読んでいるかどうかの記述状況

ワークシートの記述 生徒の状況

｢自分だったら｣の記述あり ９１％

７６％
｢共感できるな｣｢なぜだろう｣の

どちらか、または両方の記述あり

図６ 自分と比較して考えた生徒の変容

図７ 昔の考えを知ることを楽しく感じた生徒の変容
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な内容ながら、生徒Ｃはすべての人物について共感・疑問点を記述できた。生徒Ａ・Ｂに未記入の

欄があるのは、各人物像をとらえる際、人物同士の比較も重視したため、一人の人物にかける時間

が不足したことによる。考える時間を確保することで、記述量や内容が変わる可能性が高い。課題

はあるにせよ 「 平家物語』の人々が大切にしていたものは？」というパネルディスカッション、『

のテーマにかかわる部分について自分の考えをもつことは、概ねできていたと考えている。

以上から、第２段階の手だてとして取り入れた「他の作品や場面との比べ読み」と「自分に引き

寄せて考えてみよう」というつながりの視点は、作品に対する見方を広げる上で有効であったと考

える。

表６ 五人の登場人物に対するワークシートの記述
共感できるな なぜだろう 自分だったら

与一 神頼みするところ。 男を殺さなくてもよかったと思う。死 男を殺さないように足を狙う。
ぬ覚悟までしなくてもよかったと思う。

男 喜ぶところ。 恥ずかしいから舞までは舞わない。 喜ぶだけ。
Ａ 義経 別にバカにされてもいいと思う。 やっぱり命が大事。
直実 人を斬るのはつらいというとこ 直実と同じことをする。

ろ。ちゃんと供養したいと思う
。 。ところ 助けたいと思うところ

敦盛 この状況で｢首を取れ｣と言うところ やっぱり直実に首を取らせる。。
選んだ人物：熊谷直実 大切にしていたもの：武士としての礼儀、親子の絆、人を思いやる心

与一 弓を射る前に神頼みするとこ なんでわざわざ真ん中ではなく、 まず、この仕事を引き受けなかったと思う。はず
ろ。 要をねらって打ったのか。 したら軍の恥だし、自害するかも知れないから。

男 舞を舞ったこと。 舞は舞わず、ほめる。
、 、義経 命がけで弓を取りに行くとこ プライドもあるけど やっぱり命をむだにしたら

Ｂ ろ。 与一や仲間のこれまでの行いがむだになるから取
りには行かない。

直実 敦盛を助けたいと思う気持ち もし自分が直実だったら殺さないと思う。。
敦盛 逃げずにちゃんと首を取られ 怖いけど、やっぱり負けは負けだし逃げても最低

るところ。 なので、自分も首をいさぎよく取られると思う。
選んだ人物：平敦盛 大切にしていたもの：風流な心、武士としての心

与一 神だのみすること。 なぜ黒革をどしの鎧を着た男だ 鎧を着た男を殺さなかった。
ったのか。

男 すごいと思うところ。 なんで踊ってしまったのか。 踊らないでほめる。
Ｃ 義経 トップとしてのプライド。 そんな理由で命がけで弓をひろ 命の方をとる。

ったのか。
直実 相手を助けようとする。 なぜ殺してしまったのか。 殺さない。
敦盛 武士としての誇り。 なぜ助けを断ったか。 助けてもらった。
選んだ人物：源義経 大切にしていたもの：武士のプライド

３ 作品を読み深めること

(1) 学習活動の概略

「古典の世界を深める」第３段階は 「 話すこと・聞くこと 『書くこと』と関連させた言語活、『 』

」 、 。「 」動 を手だてに 読み取ったことを自分の言葉で表す学習である 自分の言葉で表現してみよう

。「 」 、というつながりの視点を示した 古典の世界を深める とは作品を読み深めるということであり

言語活動を通して生まれた新たな気付きや考えを加えて再度表現できた状態ととらえる。ここでは

複合単元化した題材を活用し 「話すこと・聞くこと」の言語活動としてパネルディスカッション、

を位置付けた 「平家物語」の人間性溢れる多彩な登場人物は、考えの広がりや深まりを期待する。

討論の一手法であるパネルディスカッションで扱う題材として適している。討論を通して作品をよ

り深く理解すると同時に、自分の考えや根拠と比較しながら立場の異なる意見を聞いたり、それに

対して発言したりすることで、立場を意識した分かりやすい表現を学ぶこともねらいとしている。

まず、パネルディスカッションについて確認した。次に、自分の選んだ登場人物について 200字

程度で「立論カード」にまとめた。文章作成が苦手な生徒が多いので、文章構成の例を示した（図

８ 。そして、それを同じ人）

物を選んだ者同士のグループ

で交流した。意見を集約する

際にＫＪ法を用い、各登場人

物を象徴するキーワードを見

つけたり、グループとしての

中心意見や、他のグループか
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○
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る
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ま
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」
。
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つ
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。

・
・
・
・
・
・
・

」
。

＊
自
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に
な
る
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分
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す
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＊
セ
リ
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や
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、
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文
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＊
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と
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通
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相
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な
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、

以
上
の
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に
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○
○
は

で
あ
る
と

～

考
え
ま
す

」。

主 張根 拠まとめ

(例)を参考にしな

がら、できるだけ

具体的に分かりや

すく書こう！

図８ 文章構成の例（立論の仕方）
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らの質問や反論に対する返答などを相談したりした。パネルディスカッションでは、四名のパネリ

。 「 」「 」ストによる35分程度の討論を実施した 終了後に 話すこと・聞くこと 作品を読み深めること

、「 」 、の二点について振り返り 平家物語 やその登場人物についての新たな気付きや深まった考えを

400字程度の文章にまとめた。

第３段階では、パネルディスカッションでの「話す・聞く能力 、作品を読み深めることに関す」

る「読む能力」を評価する。以下、両者に分けて記す。

(2) 全体の討論の様子・記述内容・生徒の自己評価から（ 話すこと・聞くこと」について）「

多様な意見に触れ、それぞれの考え方を比較・検討しながら話したり聞いたりすることができた

かどうかを、パネルディスカッションの記録、生徒の自己評価、ワークシートの記述及びアンケー

トから検証した。表７は、事後の「話すこと・聞くこと」についての自己評価結果、表８は、立場

の違いを尊重しながら、話したり聞いたりできたことを示している生徒の感想である。

表７ パネルディスカッション後の自己評価
「話すこと・聞くこと」について（満点4.0） ４ ３ ２ １ 平均

36％ 54％ 10％ ０％ 3.3
①テーマについて複数の立場があることを理解し、自分の立場で意見や根拠
について考えることができた。

63％ 34％ ３％ ０％ 3.6②自分の考えと比較しながら、他のグループの意見を聞くことができた。

７％ 29％ 57％ ７％ 2.4
③聞き手が分かりやすいように工夫しながら、根拠を明確にして自分の意
見を述べることができた。

表８ パネルディスカッションについての、ワークシートの記述（抜粋）
立場の違いを尊重しながら、話したり聞いたりできたことを示している生徒の感想

、 、 。・直実は なぜ自分の手柄より敦盛を優先させたのか分からなかったけれど 討論を聞いてなるほどと思えた
これは自分にとってすごく良い発見だった。それに気付けたことがすごく嬉しかった。

・パネルディスカッションを通して、自分の考えや違う人の考えを比べる力を身に付けられたと思う。人によ
、 、 。って意見は違うので その意見と自分の意見を照らし合わせながら これからも頑張っていきたいと思った

・意見交流をすると、今までとは違った視点があるということに気付いた。自分たちの意見を押しつけるので
はなく、違う班の意見を取り入れることでより考えが深まったりするのでいいと思った。

全体討論の場では発言者が限られ、積極的な発言は十分に得られなかった。それが自己評価にお

ける③の項目の低評価に表れたものと考える。しかし実際は、どの生徒も自分の考えを文章に表す

ことや、質問や反論を予想しその答えを用意することなどができていた。話すことには課題が残る

ものの、各パネリストの意見を基に自分の考えと比較しながら聞いたり、それについて考えを深め

たりすることができた様子は、自己評価の①や②の項目からも分かる。

また、様々な視点で物事を見る力、自分の考えと比較する力の育成にパネルディスカッションと

扱った題材が適切だったことが生徒の感想からうかがえる。さらにアンケート結果からは、自分の

考えを話したり書いたりすることへの抵抗感が薄まったことが分かる（図９・10 。今後、このよ）

うな言語活動を継続して取り入れていくことで、生徒の表現力を高めることができると思われる。

(3) 抽出生徒の討論の様子・記述内容・生徒の自己評価から（ 話すこと・聞くこと」について）「

生徒Ａ・Ｃはフロアとして、生徒Ｂは司会者として参加した。生徒Ｂは、自分の意見を発言する

機会がなかったが、意見の根拠や立場の違いを比較しながら聞くことなどは「できた」と振り返っ

ている。生徒Ａは、直実班のフロアの意見をまとめ、積極的に挙手をして発言していた。気付いた

ことや疑問・反論などのメモもとれ、自分の質問に対する答えを受けてさらに追質問を行うなど、

討論を盛り上げていた。生徒Ｃは、パネルディスカッション前は意欲を見せており、自分の考えを

図９ 自分の考えを話すことが好きな生徒の変容 図10 自分の考えを書くことが好きな生徒の変容
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同じグループのメンバーに話す姿が見られたので発言を促したが、結局発言することはなかった。

生徒にとって初めて体験するパネルディスカッションで、生徒Ｃのような日ごろから発言の少な

い生徒が活躍できなかったことは課題として残る。しかし、三名の生徒の記述からも、それぞれ主

（ ）。 、体的なかかわりをもてたことを実感している様子が分かる 表９ さらに話合いの機会を増やし

経験を積ませることで、よりよい討論にすることが期待できる。

以上から、第３段階の手だて「 話すこと・聞くこと 『書くこと』と関連した言語活動」とし『 』

て取り入れたパネルディスカッションは、生徒が考えを比較・検討しながら話したり聞いたりする

力を育成する上で有効であったと考える。

表９ パネルディスカッションについてのワークシートの記述（抜粋）
、 。 。

Ａ
今回は 自分の意見を堂々と述べることができた その場で考えてその場で発言できた自分に驚いた
敦盛班と討論になった時、敦盛の性格について深く考えることができた。
パネルディスカッションをしている時、他の人の意見を聞いていると、その人への熱い思いや良さ、Ｂ
その人への疑問点などがわかった。パネルディスカッションを通して考え方が変わった。

Ｃ 自分が思ってたこととちがう考えの人がたくさんいて勉強になった。

(4) 全体の記述内容・生徒の自己評価から（ 読むこと」について）「

パネルディスカッションを通して 「平家物語」という作品を読み深めることができたかどうか、

を、パネルディスカッション後の生徒の自己評価及びワークシートの記述から検証した。表10は、

パネルディスカッション後に行った「作品を読み深めること」についての自己評価結果である。

４点・３点の評価を「できた」ととらえると、①の新たな見方や考え方ができ、自分の考えを深

められたと感じている生徒が93％、②の登場人物と自分との比較ができた生徒が86％と多くを占めて

いることから、生徒もパネルディスカッションに手応えを感じている様子が見て取れる。

表10 パネルディスカッション後の自己評価

「作品を読み深めること」について（満点4.0） ４ ３ ２ １ 平均

73％ 20％ ５％ ２％ 3.6
①他のグループの意見を聞いて、新たな見方に気付いたり、自分の考えを深めた

りすることができた。

36％ 50％ 12％ ２％ 3.2②平家物語の人々の生き方と自分とを比べながら考えることができた。

ワークシートの記述では、パネルディスカッションの前後で比較した。事前は「立論カード」か

ら、事後は「平家物語」やその登場人物についての自分の考えを再度まとめたものからの抜粋であ

る。考えの深まった状態を「話し合う活動を経て、新たな考えが書き足されている」ととらえ、到

達状況を判断するための基準を設けた（表11 。記述の分析を行ったところ、53％が十分満足、44）

％が概ね満足という結果であった。内容的には、最初に選んだ人物と違う人物について記述した生

徒が54％、最初に選んだ人物と同じ人物だが最初とは違う考えを記述した生徒が21％、四人の登場

人物のそれぞれについて新たな考えを記述した生徒が25％であった。表12は、パネルディスカッシ

ョン後に自分の考えの深まりが生まれたことを示している生徒の感想である。まとめとして 400字

程度の文章を書かせたところ、80％以上の生徒が20分間という制限の中で書き上げることができて

いたことからも、作品を通じて考えたことが多かったことが分かる。

表11 到達状況の判断基準

到達していると思われる状況

自分の考えと 「自分自身と照らし合わせること 「武士の生き様に関すること 「この時代の価
Ａ 十分満足

、 」 」

値観に関すること 「当時の社会の姿に関すること」が書けている。」

自分の考えが書けている 「気付いた・考えが変わった・共感した・納得した・疑問が生まれた」等
Ｂ 概ね満足

。

の記述がある。

Ｃ 努力を要する 新たな考えが書き足されていない。

表12 「作品を読み深めること」についてのワークシートの記述（抜粋）
パネルディスカッション後に、自分の考えの深まりを示している生徒の感想

・最初から直実が良かったが、パネリストの言った発言で、より直実がいいと思った。直実が、敵の敦盛の親のような
気持ちになっていたということに気付いた時、すごく驚きがあった。
・プライドという一言でも、人物によって大切なものはいろいろあると討論を通して考えることができた。
・あまり興味のなかった人物にも、共感できることがたくさん見つかった。武士として、人として、とても素晴らしい人た
ちだと思うことができた。パネルディスカッションをすることで、他の人物の心情を読み取ることができた。
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生徒の記述には、古典に対する興味・関心の高まりを示しているものも多かった（表13 。生涯）

にわたって古典に親しむ態度の育成という観点から見ると 「平家物語」の学習がそのきっかけに、

なったと考えることもできる。

表13 古典に対する興味・関心の高まりを示している生徒の感想（抜粋）
・話合いで、初めの印象とは違った印象が持てた気がした。平家物語はとても悲しい部分もあるが、それ

ぞれの人物のプライドや性格を引き出している部分もあったので、読んでいてとてもおもしろく感じら

れた。平家物語が好きになった。

・討論を通してたくさんの考えが生まれた。自分が気付かなかった人物のよい所がわかり、その人物を考

え直すきっかけになった。他の古典もいろいろと読んでみたい。

(5) 抽出生徒の記述内容・生徒の自己評価から（ 読むこと」について）「

抽出生徒三名の、パネルディスカッション前後のワークシートを比較したものが表14（波線部は

「作品の読みの深まり」と判断した記述）である。三名とも、パネルディスカッションを経て新た

な考えを書き足すことができた。生徒Ａは、取り上げた四人の登場人物の共通点を見いだした。ま

た、武士の価値観という部分にも考えが至っている。生徒Ｂは、パネルディスカッション前は興味

がなかった義経の、新たな一面を感じ取った。自分と義経を照らし合わせることで、新たな義経の

人物像に迫ることができた。生徒Ｃはパネルディスカッション前、義経が家来に命令をしていると

ころから 「人まかせ」と考えていた。これは、とらえさせたい義経の人物像とはかけ離れたもの、

であったが、友達の意見を聞くことで源氏の大将としての義経像をつかむことができた。

以上から、第３段階の手だてとして取り入れた「 話すこと・聞くこと 『書くこと』と関連さ『 』

せた表現活動」と「自分の言葉で表現してみよう」というつながりの視点は、作品を読み深める上

で有効であったと考える。

表14 パネルディスカッション前後のワークシートの記述の比較（抜粋）

パネルディスカッション前 パネルディスカッション後

熊谷次郎直実という人物は、心優しい人物であ パネリストの発表や討論を聞いたり、言い合っているうちに、

ると考える。武士の心を持ち、敦盛の首をとれば 平家物語のこの四人の登場人物は、みんな「信念」を持って

たくさんの手柄がもらえるということに囚われず、 いることに気づいた。それが僕たちには意味の分からない、Ａ
敵である敦盛を助けたいと思う心、結局殺してし 例えば平敦盛の「ただとくとく首を取れ」というようなものも、こ

まうけれども供養をするというところからそれが読 れは武士特有の価値観、この時代の価値観なんだということ

み取れる。 を、自分が討論する時にも思った。

平敦盛という人物は、すばらしい人物であると考 ただ作品を読むだけだとこの人はこういう人なんだで終わって

える。理由は、直実が助けたいと言ったのにそ しまうけど、その人について深く考えることで、心情や人物像

れを断り死を選んだことだ。自分が敦盛の立場 が分かることを知った。特に源義経はあまり言い人物ではないＢ
だったら怖くて直実のやさしさに甘え、助けの誘 なと思ったけど、他の人の意見を聞いてみたら良さがあるんだ

いにのってしまうと思うし、自分からくびをとれと ということが分かった。また、もし自分が義経だったらと考える

は言わないと思ったからだ。 と、義経は勇気ある人物なんだということに気づけた。

源義経という人物は、人まかせだけど、ものすご 一人で義経のことを考えた時は、人まかせな人だけど強い武

くプライドが高い人だと思う。なぜなら与一に仕 士だなと思ってたけど、みんなで話し合って、義経は勝利にこ

事をまかせて、その上男を殺せと命令ばっかりし だわってたとか仲間思いとかいうことを知り、自分と意見が違うＣ

ていたからだ。もう一つは、自分の弓を命がけで 人がいて、いろいろと知れた。義経以外の武士のいい所やそ

ひろって、そこが大将のプライドかなと思った。 の人の生き様も知れた。

Ⅸ 研究の成果と課題

１ 成果

(1) 学習への主体的な取組を促す言語活動の設定による、古典を読み深める力の育成

表現領域との複合単元化により設定した言語活動と 「古典と自己とのつながり」を意識させる、

３段階の学習過程を授業プランに組み込んだ結果、生徒の「古典を読み深める力」を育成すること

ができた。特に 「単元を貫く言語活動」を明確に位置付けたことで 「平家物語」を目的意識を、 、

、 。もって読むことができたと同時に 生徒自身が思考したり判断したりする場面を作ることができた

また、討論で自分とは異なる立場の意見を聞いたりそれに対して考えを交流したりすることは、作

品に対する新たな見方や考え方をもつこととなり、自分の考えを深めることにつながった。
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(2) 表現領域の指導の充実

人前で考えを述べることへの苦手意識を感じている生徒が多く、討論が成立しない心配もあった

が、積極的に取り組むことができた。その理由は 「平家物語」と関連したテーマ設定により、討、

論の目的が明確化され、考えを表現・交流する意欲を引き出すことができたからである。また、自

、 、分が選んだ人物以外の登場人物についての意見も聞きたいという欲求から 討論に必然性が生まれ

討論を通して自分の考えの広がりや深まりが実感できたことが満足感につながった。古典との複合

単元化により、表現領域の学習にも新たな視点を加えることができた。

(3) 古典への興味・関心の高まり

古典作品を読むことへの興味・関心を高めることができた。従来のような詳細な解説や現代語訳

を行わなくても、生徒は作品の内容や世界観を理解することができ、人物像を読み取るために自ら

資料やワークシートを振り返ったり現代語訳を読み込んだりと、主体的に作品と向き合うことがで

きた。また、事前アンケートでは古典作品を自分の読書に取り入れたいと考えている生徒が30％で

あったのに対し、学習後は80％に増加している。実際に関連する図書を借りて読むなど、自発的な

学習に広げていった生徒もいた。学習を通して古典と自分との隔たりが薄まり、主体的に古典とか

かわろうとする姿勢が育ってきている。

２ 課題

(1) 単元構想の工夫

一つの単元の学習で 「古典を読み深める力」が十分に育成できるわけではないため、古典に触、

れる機会を増やし、計画的かつ系統的に授業を構想していく必要がある。本研究では表現領域との

複合単元化による言語活動を手だてとしたが、他にも小説や韻文など「読むこと」の領域の言語活

動と関連させた授業プランや、短時間でも折に触れて古典を扱うなどの工夫も考えられる。特に音

読は、古典を学習する上で欠かせないものであるが、今回は、第１段階の学習過程でのみ扱ったた

め、すべての生徒を十分満足する状態に引き上げることはできなかった。単元全体を通して音読を

取り入れる工夫も必要である。また、単元を貫く言語活動とのかかわりから焦点を絞り込んだ読み

取りになっているため、文法事項など古文を読む際の基礎的・基本的な技能に関する指導が不十分

になることも懸念される。それらの解決のためにも、さらなる単元構想の工夫が必要である。

(2) 「話すこと・聞くこと」にかかわる言語活動の充実

パネルディスカッションに積極的に取り組めたとはいえ、人前で話すことにまだ抵抗感の残る生

徒も多い。少人数での交流同様、クラス全体であっても自分の考えを自信をもって述べられるよう

にしていきたい。パネルディスカッションの手法や考え方は、各単位時間や別の指導場面にも応用

できるものであるので、日々の授業に積極的に導入し、自分の考えを述べる経験を積ませる必要が

ある。さらに、討論や話合いの質の向上を図るために、３年間を見通して、発表や交流といった言

語活動を計画的かつ系統的に取り入れていく必要がある。

(3) 古典への興味・関心の継続

生徒の中に芽生えた古典への興味をさらに確固たるものにするためにも、多くの作品に触れさせ

たい。今回は、より実効的で汎用性の高い授業プランにすることを考え、本来10時間計画であると

ころを８時間で実施した。それにより生み出された時間を活用し、関連する作品を紹介したり調べ

学習を取り入れたりすることもできる。さらに、生徒の自発的な読書活動につなげるなど、今回の

実践を通して高まった古典への興味・関心を、継続させていく必要がある。

Ⅹ 古典好きな生徒を増やすために

１ 古典を読み深める力をさらに育成するための授業プランの作成

古典の指導の幅が広がったことをきっかけに、新しい視点での古典学習をさらに継続・発展させて

いく。新教材を導入して単元構想を行うこともできるが、関連をもたせやすい表現領域との複合単元

化は、比較的容易に取り組むことができると考える（次頁表15 。学習指導要領で表現領域の言語活）



- 16 -

動例を見ると、古典と組み合わせやすいものが多くある上、表現領域との複合単元化は、スピーチや

物語の創作などの表現活動を計画的かつ系統的に実施することにもつながる。そのように新たな切り

口で単元を構想する場合は、年間指導計画に明確に位置付けることが重要である。年間を見通して、

古典の指導を適切に計画・実践していきたい。

表15 古典と複合単元化することが考えられる、表現領域の単元（光村図書）

学年 領域 「話すこと・聞くこと 「書くこと」の単元 古典の単元」

取材してスピーチで伝える◆友達をみんなに紹介しよう

話す ◆話題をとらえて話し合おう いろは歌バズセッションをする

聞く ◆言葉を探検する 七夕に思うポスターセッションをする

１年 （ 書くこと」とも関連） 蓬莱の玉の枝「

◆わかりやすく説明しよう （竹取物語）観点を決めて書く

案内文を作る書く ◆項目を整理して伝えよう

レポートにまとめる◆調べたことを報告しよう

プレゼンテーションをする◆印象に残る説明をしよう

話す ◆話し合って考えを広げよう 枕草子パネルディスカッションをする

聞く ◆身近な人の「物語」を探る 扇の的（平家物語）インタビューして文集にまとめる

２年 （ 書くこと」とも関連） 仁和寺にある法師「

◆気持ちを込めて書こう （徒然草）手紙を書く

意見文を書く書く ◆立場と根拠を明確にして書こう

視点を変えて物語を書く◆表現の仕方を工夫して書こう

記者会見型スピーチをする話す ◆自分の魅力を伝えよう

◆三年間の歩みを編集しよう 君待つと聞く ポートフォリオを編み、語り合う

「 （ ）３年 （ 書くこと」とも関連） 万葉・古今・新古今

◆説得力のある考えを述べよう 夏草（おくのほそ道）書く 批評文を書く

修学旅行記を作る◆文章の形態を選んで書こう

２ 学校図書館の活用

生徒の多読に結び付けるには、学校図書館の活用が欠かせない。司書との連携を密にし、授業で扱

う作品はもちろんのこと、時代やジャンル、作者などにも配慮して図書を揃えておく必要がある。そ

れらをいつでも手に取れるように工夫することで、生徒が古典作品に触れる機会を増やす。さらに、

図書委員会の活動や公立図書館などとの連携が図れれば、さらに古典作品が身近になると考える。
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単元名 「竹取物語」と他の古典作品を比較し、特徴をつかむ

～作品の魅力を紹介し合い、みんなで古典リストを作ろう～

単元の目標 古典作品を紹介するポスターセッションを通して、「竹取物語」の魅力に気付いたり、

古典には様々な種類の作品があることを知ったりすることができる。

■ 本時の展開（１／１０） 見通し１の①

（１）ねらい 「いろは歌」の音読や「七夕に思う」の学習を通して、様々な古典作品が読み継がれ

てきたことを知るとともに、単元全体の学習についての見通しをもつ。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート①

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 単元のねらいと学習内容を知 ・小学校で学習してきた古典作品を思い出すとともに、こ

る。 ３ れから「竹取物語」を中心とした古典を学習していくこ

分 とを伝え、今後の学習に対する見通しをもたせる。

２ 「いろは歌」を音読する。 ・「いろは歌」について知っていることを発表させる。

１０ ・七五調の形式や、仮名四十七文字を一度も重複すること

「いろは歌」のリズムを味わい 分 なく、意味ある歌としていることなどに気付かせる。

ながら、楽しく音読しましょう。 ・おおまかな意味をとらえ、リズム良く音読させる。

３ 「七夕に思う」を音読し、七 ・当時の人々の様子や思いを想像させながら音読させる。

夕に寄せる人々の思いを時代ご ３０ ・各時代の人々の思いを想像し、それをまとめられるよう

とにとらえる。 分 なワークシートを作成する。

・想像させたい事柄

様々な古典作品に込められた「七

夕」への思いを想像しましょう。

・時代によって、七夕に込めた思

いも違うんだな。

・昔の人も今の自分たちと同じよ

うに七夕を楽しんでいたなんて ・古典作品に表れた当時の人々の七夕への思いと、現代人

驚きだ。 の思いとを比較させ、自分の言葉で感想を書かせる。

◎感想が書けない生徒には、当時の人々と自分との共通点

を見付けるよう助言する。

・書いた感想を、ペアやグループで交流させる。

◇「いろは歌」や七夕に関する記述を通して、古典の

世界を身近に感じ、関心をもっている。

（観察・ワークシート）【読】

４ 今後の学習について見通しを ・小学校で触れてきた古典作品を出し合い、それについて

もつとともに、ポスターセッシ ７ の感想を交流させる。

ョンのテーマを確認する。 分 ・古い時代から現在まで、様々な古典作品が読み継がれて

きたことを確認した上で、それぞれの作品の魅力をポス

テーマ：いろいろな古典を ターセッションで紹介し合うという課題とテーマ、作品

徹底比較！ を読み深める際の目標を提示する。

～作品の魅力を紹介し合い、

みんなで古典リストを作ろう～

◆「万葉集」
当時の人々が天の川を見ながら何を思っていたか。
◆「徒然草」
当時の人々が七夕の季節をどう感じていたか。
◆「芭蕉の句」
人々が短冊に書き付けたであろう願い事は何か。

目標

古典リストを作成することで、様々な種類の作品がある

ことを知ること。そして「竹取物語」が千年以上読み継

がれてきた理由を考えること。

[学習課題] 古い時代から現代まで、様々な古典が読み継がれてきたことを知ろう。
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■ 本時の展開（２／１０） 見通し１の②

（１）ねらい 「竹取物語」という作品について知る。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート②③

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は「竹取物語」の背景知識と歴史的仮名遣いについ

３ て学習することを伝え、学習に対する見通しをもたせる。

分

２ 「竹取物語」のあらすじをつ ・昔話「かぐや姫」を思い出させ、昔話との共通点や相違

かみ、背景知識について知る。 ２０ 点を確認した上で、「竹取物語」と同じ作品であること

分 を説明する。

「竹取物語」がどんな物語なの ・全体のあらすじを大まかにつかむために、教科書の図版

か、あらすじをつかみましょう。 や資料集などの視覚に訴える資料を活用し、当時の様子

を想像しやすくする。

・かぐや姫のお話は知っている。 ・押さえたい構成

同じお話なのかな。 １ かぐや姫の誕生と成長

・千年以上も前に書かれた物語な ２ 貴公子たちの求婚と失敗

んてすごいな。 ３ かぐや姫の昇天

・小学校の時に、授業で勉強した ４ 帝が富士山で燃やした手紙と薬

な。 ・「竹取物語」は、千年以上も前に仮名で書かれた現存す

る最古の物語であること、紫式部が「源氏物語」の中で

「物語の出で来はじめの祖」と記していることなどを知

らせる。

・冒頭部分は、小学校でも扱っているので、その時の学習

を思い出しながら音読させる。

３ 歴史的仮名遣いのきまりにつ ・冒頭部分はすでに内容が理解できていることを考慮し、

いて知る。 ２５ 仮名遣いの違いや文末の言葉の違い、現代では使われな

分 くなった言葉や、違う意味で用いられている言葉など、

冒頭部分の古文から、現代とは 古語と現代語との違いに気付かせるために用いる。

違う仮名遣いをしているものや、 ・歴史的仮名遣いのきまりについては、ワークシートでい

今では見られない語などを抜き つでも振り返って確認できるようにしておく。

出しましょう。 ◎歴史的仮名遣いに対する理解が不十分な生徒には、どの

ように音読していたかを思い出させる。

・千年の間に、言葉もずいぶん変

化しているんだな。

・古文をすらすら読めるように、 ◇古文を参考に歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直し、

仮名遣いのきまりをしっかり覚 言葉遣いや古語の意味を理解している。

えよう。 （観察・ワークシート）【言】

４ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、「竹取物語」を音読していくことを知らせる。

分

[学習課題] 「竹取物語」という作品について知ろう。
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■ 本時の展開（３／１０） 見通し１の③

（１）ねらい 当時の様子を想像しながら「蓬莱の玉の枝」を音読する。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート④

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は「蓬莱の玉の枝」を様々な方法で音読することを

３ 伝え、学習に対する見通しをもたせる。

分

２ 「蓬莱の玉の枝」を音読する。 ・前時で学習した歴史的仮名遣いに注目させるとともに、

３０ 現代の文章と古典の文章とで異なる言葉があることにも

歴史的仮名遣いに注意しながら、 分 目を向けさせる。

何度も「蓬莱の玉の枝」を音読 ・古文特有のリズムを味わいながら音読するよう助言する。

しましょう。 ・楽しみながら音読できるように、読ませ方を工夫する。

・とてもリズムの良い文章だな。

・大きな声を出して読もう。

・音読しながら、仮名遣いも覚え ・暗唱できそうな生徒には、各文頭のみ記したワークシー

られるようにしよう。 トを用意し、積極的に挑戦させる。

◎滑らかに音読できない生徒には、二人読みやグループ読

みの際に友達同士で確認するよう伝える。

３ ミニ音読発表会を行い、お互 ・リズムを意識して読めた生徒を賞賛し、読む際の参考に

いの音読を聞き合う。 １５ させる。

分 ・暗唱できなくても、歴史的仮名遣いなどに注意しながら

読むことを重視し、正確に音読させるようにする。

・友達同士で相互評価させる。

・全体の前で発表させる。

◇文語のきまりや仮名遣いに注意したり、作品の特徴

を生かしたりしながら音読している。

（観察・発表）【言】

４ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、かぐや姫に求婚した五人の貴公子の冒険談を読

分 み、人物像をとらえていくことを知らせる。

①追い読み → ②交代読み → ③二人読み →
④グループ読み → ⑤たけのこ読み →
⑥スピード読み

[学習課題] 「蓬莱の玉の枝」を、歴史的仮名遣いに気を付けて正しく音読しよう。

- 資料3 -



■ 本時の展開（４／１０） 見通し２の①

（１）ねらい 五人の求婚者のエピソードを比較しながら読み、それぞれの人物像と話の面白さをと

らえる。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート⑤⑥

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は五人の求婚者のエピソードを中心に、「竹取物語」

３ を読み進めていくことを伝え、学習に対する見通しをも

分 たせる。

・資料集や教科書の注釈を用い、かぐや姫に求婚した五人

の貴公子と与えられた難題を確認する。

２ くらもちの皇子の架空の冒険 ・現代語訳を活用しながら内容を確認し、かぐや姫をも信

談について読み、人物像をとら ２０ じ込ませたくらもちの皇子の作り話の巧みさを中心に考

える。 分 えさせる。

・かぐや姫を信じさせるための巧みな嘘を見付けるよう投

くらもちの皇子の冒険談から、 げかけ、嘘をついてまでかぐや姫と結婚したかった思い

手の込んだ嘘を見つけましょう。 をとらえさせる。

・計略の失敗のいきさつを解説文から確認し、くらもちの

・かぐや姫も信じてしまうなんて、 皇子の人物像を考えさせる。

嘘の上手な人だな。 ・自分に引き寄せて考えられるよう、「自分だったらどう

・嘘をついてまでかぐや姫と結婚 するか」という視点から、考えをもたせるようにする。

したかった気持ちは分かるな。

３ 他の四人のエピソードを基に ・教科書には載っていないエピソードであることを考慮し、

それぞれの人物の思いや行動に ２５ 資料集のあらすじを中心にワークシートにもまとめ、内

ついて考え、話の面白さをとら 分 容をつかめるようにする。

える。 ・石作の皇子は「未練がましい男」、あべのみうしは「だ

まされやすいお人好し男」、大伴のみゆきは「逆上しや

他の四人の貴公子の冒険談も読 すい男」、いそのかみのまろたりは「気の毒な男」など、

み、それぞれの人物の思いや行 その人物の特徴を分かりやすく示し、想像しやすくする。

動をとらえ、自分と比較してみ ・映像資料を活用することで。考える時間を確保できるよ

ましょう。 うにする。

・くらもちの皇子とも比較しながら、それぞれの人物像を

・人物によって、様々な思いがあ とらえるよう助言する。

ったんだな。 ・自分に引き寄せて考えられるよう、「自分だったらどう

・自分だったら、やっぱり同じよ するか」という視点から、考えをもたせるようにする。

うな行動を取るかもしれない。 ◎考えがもてない生徒には、自分との共通点を見つけるよ

・なんだか考えることは、今の自 う助言する。

分たちと変わらないな。

◇古文に表れているものの見方や考え方を基に、登場

人物について自分の考えをもっている。

（ワークシート）【読】

４ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、登場人物たちの思いを考え、現代に通じるとこ

分 ろを探していくことを知らせる。

[学習課題] 五人の貴公子の求婚のエピソードから、それぞれの人物像をとらえよう。
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■ 本時の展開（５／１０） 見通し２の②

（１）ねらい かぐや姫や翁たち、帝の行動から、登場人物それぞれの思いを考え、現代に通じると

ころを探して交流し合う。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート⑦

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は解説文と本文からかぐや姫、翁たち、帝の心情を

３ 読み取り、そこから考えた現代と通じるところを友達と

分 交流することを知らせ、学習に対する見通しをもたせる。

２ かぐや姫の告白、翁たちの嘆 ・かぐや姫と翁たちの別れの悲しみや、帝の行動の意味な

き、帝の行動などから、それぞ １５ どを想像させる。

れの人物の思いをとらえる。 分 ・考えさせたい事柄

「竹取物語」に登場する人物の

思いや行動について想像してみ

ましょう。

・かぐや姫と別れる翁たちは、ど

んなにつらかっただろう。

・帝に薬を贈るなんて、かぐや姫

はどんな気持ちだったのかな。

３ 五人の貴公子のエピソードや ・喜び、悲しみ、怒り、憎しみ、欲望など、現代に生きる

かぐや姫の昇天の場面を基に、 ３０ 自分たちと共通する思いはないか、考えさせる。

現代にも通じる部分がないか考 分 ・自分の考えをまとめる際は、根拠を明確にして書くよう

える。 助言する。

現代の自分たちと共通する登場

人物の思いについてまとめ、そ ・前時までに記入したワークシートを基に、自分との共通

れを友達と交流しましょう。 点や相違点だけでなく、自分のこれまでの経験や知識と

関連付けて書くようにさせる。

・昔の人たちも、今の自分たちと ・交流する際も、根拠を明確にしながら話すよう助言する。

同じような気持ちをもっていた ・小学校で触れてきた既習の古典作品とも比較するよう指

んだな。 示する。

・○○さんの気付きはすごいな。 ◎交流は少人数のグループで行い、自分の考えを発表しや

参考にしよう。 すい雰囲気を作る。

◇自分の経験や知識と関連付けて考えをまとめ、交流

して広げている。 （ワークシート・観察）【読】

４ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、ポスターセッションについて理解するとともに、

分 その準備を進めていくことを知らせる。

根拠 … 人物の行動、言葉、心情を表す叙述

◆かぐや姫について

月を見て嘆き悲しむ理由、翁たちへの告白、帝に贈

った不死の薬

◆翁たちについて

親としてかぐや姫の嘆きを心配する姿、かぐや姫と

の別れの悲しみ

◆帝について

二千人の兵士で翁の家を守らせたこと、不死の薬を

飲まず月に最も近い富士山で燃やしたこと

[学習課題] 登場人物の思いを考え、現代に通じるところを友達と交流しよう。
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■ 本時の展開（６／１０） 見通し３の①

（１）ねらい ポスターセッションの意義と方法を理解するとともに、グループを作ってポスターセ

ッションで紹介する事柄について話し合う。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート⑧⑨

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時はポスターセッションの方法を理解するとともに、

３ グループごとに準備をしていくことを知らせ、学習に対

分 する見通しをもたせる。

２ ポスターセッションの具体的 ・ポスターセッションの特徴として、「調べたことをポス

なイメージをもつ。 １０ ターにまとめ、それを基に説明や交流を行う発表会であ

分 ること」、「質疑応答などを行いながら理解を深める方法

ポスターセッションの意義と方 であること」の２点を確認する。

法を確認しましょう。 ・ポスターはグループごとに作成すること、前半と後半で

発表するグループを分け、聞き手は興味のあるポスター

・ポスターセッションで交流する の前に集まって聞くことなどを確認する。

のは楽しそうだな。 ・発表者と聞き手の距離が近いため、聞き手の反応に注意

・みんなが聞いてくれるようなポ しながら分かりやすく話す力が求められることを押さえ

スターを作りたいな。 る。

３ グループに分かれ、紹介する ・グループは、作業分担のしやすい４人編制とする。

作品を選ぶ。 １５ ・このポスターセッションは、古典作品の特徴を紹介し合

分 い、それらと比較しながら「竹取物語」の魅力を探って

小学校で出会ってきた古典作品 いくことが目的であることを確認する。

の中から、紹介したい作品を選 ・小学校で既習の古典作品の中から、紹介したい作品を選

びましょう。 ぶようにさせる。

４ 選んだ作品について、どんな ・どんな工夫をすれば、見る人の興味を引き、分かりやす

情報を集めれば良いか、どんな ２０ いポスターになるか考えさせる。

ポスターを作成するかについて 分 ・ポスターに書く内容については、共通事項を示し、それ

話し合う。 にグループごとの工夫を加えるよう助言する。

グループで、ポスター作成のた

めの計画を立てましょう。

・みんなが知りたい情報は何かな。

・他の作品にも、現代と通じると ・現代にも通じるところについては、小学校で学んだとき

ころはあるのだろうか。 の感想や資料集などから読み取れる範囲で良いことを伝

える。

◎話合いに参加できない生徒がいることを考慮し、司会を

交代で行うよう指示する。

◇テーマについて具体的に考え、交流を通して必要な

情報を検討している。

（ワークシート・観察）【関】

５ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、必要な情報を整理し、ポスターに分かりやすく

分 まとめていくことを知らせる。

【既習作品】
百人一首 俳句 故事成語 枕草子 平家物語
論語 徒然草 狂言 落語 など

【共通事項】
ジャンル（そのジャンルの特徴） 作者 時代
あらすじや内容 現代にも通じるところ
「竹取物語」との比較

[学習課題] ポスターセッションに向けて、グループで話し合おう。
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■ 本時の展開（７／１０） 見通し３の②

（１）ねらい グループで話し合いながら、聞き手を意識した効果的なポスターを作成する。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート⑩⑪ 模造紙 マジックペン

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は、選んだ古典作品を紹介するポスターを作成する

３ など、ポスターセッションに向けて準備を進めることを

分 伝え、学習に対する見通しをもたせる。

２ グループごとに、必要な情報 ・前時に確認した共通事項を、再度確認する。

を選択する。 １５ ・何を中心に、どのような順番で説明するか、どのように

分 提示すれば分かりやすいかを考えさせる。

話し合いながら、ポスターに載 ・「竹取物語」と比較し、感じたことなども発表するよう

せる情報を選びましょう。 伝える。

・発表では誰がどの部分を担当するのか、役割分担を相談

させる。

３ 聞き手を意識したものになる ・ポスターの見出しとなるキャッチコピーは、説明を聞い

ようキャッチコピーとレイアウ ３０ てみたいと思うような聞き手の心をつかむ言葉を使うな

トについて話し合い、グループ 分 どの工夫をさせる。

で協力しながらポスターを作成 ・クイズ形式の発表などを取り入れても良いことを伝える。

する。 ・レイアウトは、見やすさと分かりやすさを重視し、文字

の大きさや分量、図の配置を考えながら下書きを行い、

集めた情報を整理しながら、ポ 色の使い方も工夫させる。

スターに分かりやすくまとめま ・グループ内での作業分担を明確に行わせ、全員が作業に

しょう。 参加できるようにする。

・発表メモは家庭学習とし、自分の発表にかかわる原稿を

・みんなの意見の良いところを探 考えさせる。

しながら話し合おう。 ◎グループ全員でポスターを作成することを確認し、各自

・みんなが興味をもちそうなキャ が必ず何らかの内容を担当するよう指示する。

ッチコピーを考えよう。

◇収集した情報を整理し、キャッチコピーや図などを

効果的に用いて、分かりやすくポスターを作成して

いる。 （観察・ポスター）【書】

４ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時も、続けてポスターの作成を行い、その後発表練習

分 をしていくことを知らせる。

[学習課題] 聞き手を意識した、効果的なポスターを作成しよう。
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■ 本時の展開（８／１０） 見通し３の③

（１）ねらい グループで協力し合ってポスターを仕上げ、発表のリハーサルを行う。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート⑪ 模造紙 マジックペン ストップウォッチ

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は、前時に引き続きポスターを作成するとともに、

３ 発表練習などポスターセッションに向けて準備を進める

分 ことを伝え、学習に対する見通しをもたせる。

２ グループごとに、ポスターを ・前時の確認事項を思い出させ、協力し合ってポスターを

仕上げる。 １５ 完成させるよう指示する。

分

３ ポスターセッションの流れを ・ポスターセッションの流れと発表の持ち時間を確認し、

確認する。 １５ 発表場所や前半に発表するグループと後半に発表するグ

分 ループ、発表内容を予告する順番などを決める。

・発表の際、ポスターを指し示すタイミングや時間配分を

どうするのかなどについて考えさせる。

４ グループごとに、リハーサル ・家庭学習で作成してきた発表メモを読むのではなく、聞

を行う。 １５ き手の反応を見ながら話せるように練習させる。

分 ・グループで互いに聞き手の立場になり、発表のための話

グループ内でお互いに聞き合い し方や声量、視線、ポスターの示し方などが分かりやす

ながら、発表練習を行いましょ くなっているかを検討させる。

う。 ◎発表の苦手な生徒には、個別指導を行い、自信をもって

発表できるように支援する。

・聞き手を意識した分かりやすい ・想定される質問については、答えを準備しておくよう指

発表になっているかな。 示する。

・声の大きさや話す速度はどうだ ・必要があれば、休み時間や放課後などの時間を活用させ

ろう。 る。

・いい発表になるよう、お互いに

アドバイスできるようにしよう。 ◇聞き手を意識して、分かりやすい発表の流れを工夫

し、リハーサルを行っている。

（観察）【話・聞】

５ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、実際にポスターセッションを行うことを知らせ

分 る。

[学習課題] 実際のポスターセッションをイメージしながら、発表準備を行おう。
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■ 本時の展開（９／１０） 見通し３の④

（１）ねらい ポスターセッションを行い、様々な古典作品について交流する。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート⑫ ポスターセッションに必要な諸道具

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は、実際にポスターセッションを行って古典作品を

２ 紹介し合うことを伝え、学習に対する見通しをもたせる。

分

・

発表するときと聞くときに気を付けることを確認する。・

２ ポスターセッションの注意点 聞き手は発表の要点や疑問、感想などをメモに取り、発

を確認する。 ５ 表の後に質問して意見を交流できるよう、心構えをもた

分 せておく。

有意義な交流になるよう、自分 ・発表の仕方やポスターのまとめ方などについても、気付

の役割をもう一度確認しましょ いたことを書き留めておくよう指示する。

う。 ・ポスターセッションでの交流を基に、様々な古典作品と

「竹取物語」を比較して、「竹取物語」が長く読み継が

・他のグループの発表をしっかり れている理由を考えていくことを確認し、発表を聞く際

聞き、いい交流ができるように の視点にさせる。

しよう。

３ ポスターセッションを行う。 ・進行計画の時間配分に沿って、ポスターセッションを行

４１ う。発表時間を前半・後半に分け、それぞれ２回ずつ発

分 表させる。

・〔予告〕の際は、多くの人に聞きに来てもらえるように、

キャッチコピーなどを用いて発表内容をアピールするよ

う助言する。

・〔発表〕の際は、ポスターの貼り方や発表者の立つ位置

など、説明しやすい場作を工夫させる。また、ポスター

やメモばかり見ず、聞き手の反応を見ながら説明するよ

う助言する。

・〔交流〕の際は、聞き手にはメモを基に質問や感想を具

体的に述べるよう、発表者には全体に向かって説明する

よう指示する。

◎メモを取ることが苦手な生徒には、作品の特徴について

・小学校で勉強した作品は、こん 聞くなど、視点を絞った聞き取りをさせる。

な内容だったのか。

・古典といっても、いろいろな種 ◇発表の構成を工夫し、聞き手の反応に注意しながら

類があるんだな。 話したり、意欲的に発表を聞き、疑問点や感想を述

・「竹取物語」は、他のどの作品 べたりしている。 （観察・発表）【話・聞】

とも違う特徴があることが分か

った。

４ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、ポスターセッションを振り返り、「竹取物語」

分 の学習のまとめをしていくことを知らせる。

ポスターセッションの流れ
（前半１回目の例）

①〔予告〕発表内容の紹介
（30秒）

②〔移動〕聞き手は聞きたい
グループのポスターの前に
移動 （１分）

③〔発表〕１回目の発表
（６分）

④〔交流〕質疑応答（４分）
⑤〔移動〕聞き手は別のグル
ープのポスターの前に移動

（１分）

[学習課題] 小学校で出会った古典作品について、ポスターセッションで交流しよう。

- 資料9 -



■ 本時の展開（１０／１０） 見通し３の⑤

（１）ねらい ポスターセッションを振り返り、古典リストを作成するとともに、再認識した「竹取

物語」の魅力について自分の考えをまとめる。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート⑬⑭ 模造紙 マジックペン

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時はポスターセッションを振り返り、改めて気付いた

３ 「竹取物語」の魅力を文章に書き表すことで、学習のま

分 とめをしていくことを伝え、学習に対する見通しをもた

せる。

２ ポスターセッションでの発表 ・最初に、発表者と聞き手の立場それぞれについて評価さ

について、各自やグループで自 ７ せる。各自で発表を振り返り気付いたことや友達の発表

己評価する。 分 から学んだことなどをワークシートに書かせる。

・次に、グループの中で、自分たちの発表について、お互

ポスターセッションはどうでし いに気付いた点、良かった点や改善点などを出し合い、

たか。振り返ってみましょう。 交流させる。

・評価の観点

・いろいろな作品の特徴を知るこ ●発表の内容や、ポスターのまとめ方について

とができたな。 ●発表の仕方について

・○○さんの発表の仕方は分かり ●発表の聞き方や質疑応答の仕方について

やすかったな。

３ ポスターセッションを振り返 ・全員で話し合いながら、クラスで一枚の模造紙にリスト

り、全員で「古典リスト」を作 １０ を作成し、教室に掲示できるようにする。リスト作成に

る。 分 かかわる話合いは、教師主導で行う。

・作品のジャンル、作者、時代を中心に分類・整理する。

・小学校で出会ってきた作品や「竹取物語」だけでなく、

今後中学校で出会う作品なども紹介する。

４ 「竹取物語」がなぜ現代まで ・古典リストを参考に、他の作品と「竹取物語」を比較し、

読み継がれてきたかについて、 ２５ 「竹取物語」の魅力は何かを考えさせる。

自分の考えをまとめる。 分 ・「竹取物語」の登場人物の行動や心情が現代人と共通し

ていることに目を向けさせ、現代に通じる面白さに気付

ポスターセッションを通して、 かせる。

古典には様々な作品があること ◎書く内容が絞り込めない生徒には、ポスターセッション

が分かりました。それらと比較 前と比べて、新たに気付いたことを加えながらまとめる

することで改めて気付いた「竹 よう助言する。

取物語」の魅力を文章にまとめ

てみましょう。 ◇現代を生きる自分の知識や経験、思いと重ねながら、

作品を通じて考えたことを書いている。

（自己評価カード・ワークシート）【読】

５ 教師の話を聞く。 ５ ・古典の楽しさや作品の奥深さを伝え、中学校での古典学

分 習への興味・関心や意欲を喚起できるようにする。

[学習課題] ポスターセッションのまとめを行い、「竹取物語」が読み継がれてきた理由を考

えよう。
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（

）

竹
取
物
語

№
１

（

）
組

氏
名

「
七
夕
に
思
う
」

◆
古
典
作
品
に
表
れ
た
昔
の
人
々
の
七
夕
へ
の
思
い
を
想
像
し
て
み
よ
う
。

時

代

古

典

七
夕
と
は

当
時
の
人
々
の
思
い

彦

星

と

織

女

姫

が

奈
良
時
代

会
う
日

（

）

約
千
二
百
年
前

「
万
葉
集
」

書
道
・
和
歌
、
楽

器

・
文
字
を
美
し
く
書
き
た
い

平
安
時
代

「

」（

）

枕
草
子

清
少
納
言

な
ど
芸
術
的
な

技
術

・
上
手
に
和
歌
を
詠
み
た
い

（
約
千
年
前
）

「

」（

）

源
氏
物
語

紫
式
部

の
上
達
を
願
う
も
の

・
琴
や
笛
な
ど
が
上
手
に
な
り
た
い

秋
の
行
事

鎌
倉
時
代

「

」（

）

徒
然
草

兼
好
法
師

（

）

約
七
百
年
前

秋
の
行
事

願

い

事

を

書

い

た

江
戸
時
代

俳
句
（
松
尾
芭
蕉
）

短
冊

（

）

約
三
百
年
前

自
分
の
七
夕
へ
の
思
い

現

代

◆
昔
の
人
々
の
思
い
と
自
分
と
の
間
に
共
通
点
や
相
違
点
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
感
想
を
書

い
て
み
よ
う
。

感
想

現
在
ま
で
読
み
継
が
れ
て
き
た
様
々
な
古
典
を
、

「
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
紹
介
し
合
お
う
！

い
ろ
い
ろ
な
古
典
を
徹
底
比
較
！

～
作
品
の
魅
力
を
紹
介
し
合
い
、
み
ん
な
で
古
典
リ
ス
ト
を
作
ろ
う
～

テ
ー
マ
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（

）

竹
取
物
語

№
２

（

）
組

氏
名

◆
「
竹
取
物
語
」
と
い
う
作
品
に
つ
い
て
学
ぼ
う
。

○
（

）
時
代
に
成
立
し
た
（

）
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
。

作
者
は
不
明
。

空
想
的
な
作
り
話

○
千
年
以
上
も
前
に
（

）
で
書
か
れ
た
現
存
す
る
（

）
の
物
語
。

紫
式
部
「
物
語
の
出
で
来
は
じ
め
の
祖
」

○
竹
の
中
か
ら
生
ま
れ

（

）
夫
婦
に
育
て
ら
れ
た
美
し
い
（

）
が
、

、

五
人
の
貴
公
子
だ
け
で
な
く
、
帝
の
求
婚
に
さ
え
も
応
じ
ず
に
月
の
都
に
戻
っ
て
い
く
物
語
。

◆
「
竹
取
物
語
」
の
あ
ら
す
じ
を
つ
か
も
う
。

竹
取
の
翁
が
、
竹
の
中
に
小
さ
な
女
の
子
を
見
つ
け
て
連
れ
て
帰
り
、

育
て
る
。
女
の
子
は
、
三
か
月
ほ
ど
で
美
し
い
姫
に
成
長
す
る
。
姫
の

名
を
「
か
ぐ
や
姫
」
と
い
う
。

か
ぐ

や
姫
の
美
し

さ
を
聞
い
て

、
五
人
の
貴
公

子
た
ち
が
求

婚
す
る
。
誰

と
も
結
婚
し
た
く

な
い
か

ぐ
や

姫
は

、
貴
公
子

一
人
一
人
に
難

題
を
持
ち
か

け
、
結
局
貴

公
子
た
ち
の
求

婚
は
、

全
て
失
敗
に
終
わ
る
。
帝
も
姫
と
の
結
婚
を
望
み
、
宮
中
に
迎
え
よ
う
と
す
る
。

月
の
世
界
の
住
人
で
あ
る
と
告
白
し
た
か
ぐ
や
姫
。
か
ぐ
や
姫
は
、

実
は
天
上
（
月
の
世
界
）
で
罪
を
犯
し
た
た
め
、
罰
と
し
て
地
上
に
送
ら

れ
て
き
た
の
だ
っ
た
。
八
月
十
五
日
の
夜
、
姫
は
養
父
母
で
あ
る
竹
取
の

翁
た
ち
に
別
れ
を
告
げ
、
月
か
ら
の
迎
え
と
と
も
に
、
月
の
世
界
に
戻
っ
て
い
く
。

帝
は
二
千
人
の
兵
士
を
遣
わ
し
、
翁
の
家
を
守
ら
せ
た
が
、
姫
の
昇
天
を
止
め
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
姫
が
い
な
く
て
は
、
姫
か
ら
贈
ら
れ
た
不
老
不
死
の
薬
も
何
の
意
味
も
な
い
。

帝
は
天
に
一
番
近
い
と
さ
れ
る
「
富
士
山
」
で
、
薬
を
燃
や
し
た
。

１

か
ぐ
や
姫
の
発
見
と
成
長

２

貴
公
子
た
ち
と
帝
の
求
婚

３

か
ぐ
や
姫
の
昇
天

４

富
士
の
山
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（

）

竹
取
物
語

№
３

（

）
組

氏
名

◆
冒
頭
部
分
か
ら
、
現
代
と
は
違
う
仮
名
遣
い
を
し
て
い
る
も
の
や
、
現
代
で
は
見
ら
れ

な
い
言
葉
な
ど
を
抜
き
出
そ
う
。

★
現
代
と
は
仮
名
遣
い
が
異
な
る
も
の

★
現
代
で
は
見
ら
れ
な
い
言
葉

◆
仮
名
遣
い
の
き
ま
り
に
つ
い
て
知
ろ
う
。

〈
昔
と
今
の
仮
名
遣
い
の
違
い
〉

◆
今
の
仮
名
遣
い

（

）

◆
昔
の
仮
名
遣
い

（

）

☆
「
歴
史
的
仮
名
遣
い

現
代
仮
名
遣
い
」
の

を
覚
え
よ
う
。

６
大
原
則

例

あ
は
れ

ち
ひ
さ
く

１

語
頭
以
外
の
「
は
・
ひ
・
ふ
・
へ
・
ほ
」

言
ふ

教
へ

則

と
ほ
し

原

「
わ
・
い
・
う
・
え
・
お
」

例

は
ぢ
る

２

「
ぢ
・
づ
」

め
づ
ら
し

則

「
じ
・
ず
」

原

例

ゐ
ど

３

「
ゐ
・
ゑ
・
を
」

こ
ゑ

則

を
の
こ

原

「
い
・
え
・
お
」

例

く
わ
じ

４

「
く
わ
・
ぐ
わ
」

き
ぐ
わ
ん

則

「
か
・
が
」

原

例

や
む
ご
と
な
く

５

「
む
」

則

「
ん
」

原

例

や
う
や
う

６

ア
段
＋
う
（
ふ
）

オ
段
＋
う

う
つ
く
し
う

則

イ
段
＋
う
（
ふ
）

イ
段
＋

＋
う

ゆ

て
ふ
て
ふ

原

エ
段
＋
う
（
ふ
）

イ
段
＋

＋
う

よ
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◆
覚
え
て
お
き
た
い
古
語
一
覧

（

）
内
は

「
竹
取
物
語
」
に
出
て
く
る
単
語
な
の
で
、
ぜ
ひ
覚
え
よ
う
！

、

〈

〉

〈

〉

昔
と
今
で
意
味
の
異
な
る
語

現
代
で
は
見
ら
れ
な
い
古
文
特
有
の
語

古

語

現
代
の
意
味

昔
の
意
味

古

語

意

味

翌
日

朝
・
翌
朝

つ
ま
ら
な
い

あ
し
た

あ
い
な
し

か
わ
い
そ
う

趣
が
あ
る

（

）

あ
は
れ

あ
ま
た

疑
わ
し
い

（

）

望
ま
し
い

あ
や
し

あ
ら
ま
ほ
し

う
れ
し
く
思
う

め
っ
た
に
な
い

（

）

あ
り
が
た
し

い
と

わ
る
ふ
ざ
け

む
だ
で
あ
る

い
っ
そ
う

い
た
づ
ら

い
と
ど

い
と
し
い

か
わ
い
そ
う
だ

ま
す
ま
す

い
と
ほ
し

美
し
い

（

）

は
な
は
だ
し
く

う
つ
く
し

い
み
じ

お
と
な
し
い

大
人
び
て
い
る

つ
ら
い

お
と
な
し

う
し

び
っ
く
り
す
る

目
を
さ
ま
す

い
ら
っ
し
ゃ
る

お
ど
ろ
く

お
は
す

お
か
し
い

趣
深
い
・
風
流
だ

お
思
い
に
な
る

お
も
し
ろ
し

お
ぼ
す

り
こ
う
だ

お
そ
れ
多
い

こ
ん
な
に
も

か
し
こ
し

か
ば
か
り

か
た
い

む
ず
か
し
い

（

）

か
た
し

具
す

悲
し
い

い
と
し
い

徒
歩

か
な
し

か
ち

心
ひ
か
れ
る

本
当
に

げ
に

聞
こ
え
る

申
し
上
げ
る

あ
り
ま
す

き
こ
ゆ

さ
う
ら
ふ

風
景

よ
う
す

言
う
ま
で
も
な
い

け
し
き

さ
ら
な
り

さ
わ
が
し
い

さ
び
し
い

（

）

さ
う
ざ
う
し

た
ま
ふ

ふ
さ
わ
し
い
年
齢

長
い
年
月

ふ
さ
わ
し
い

年
ご
ろ

つ
き
づ
き
し

さ
ら
に
い
っ
そ
う

や
は
り

早
朝

な
ほ

つ
と
め
て

に
お
い
が
す
る

色
が
美
し
い

す
る
こ
と
が
な
く
暇

に
ほ
ふ

つ
れ
づ
れ

悪
口
を
言
う

大
声
で
さ
わ
ぐ

早
く

の
の
し
る

と
く

よ
ろ
こ
ば
し
い

す
ば
ら
し
い

（

）

め
で
た
し

の
た
ま
ふ

や
っ
と

し
だ
い
に

そ
の
上
ま
た

や
う
や
う

は
た

ま
も
な
く

そ
の
ま
ま

お
仕
え
す
る

や
が
て

は
べ
り

悪
い

（

）

客

わ
ろ
し

ま
ら
う
ど

存
在
す
る

（

）

た
い
へ
ん
尊
い

居
る

や
む
ご
と
な
し

こ
っ
け
い
だ

趣
が
あ
る

知
り
た
い
・
見
た
い

を
か
し

ゆ
か
し

- 資料14 -



（

）

竹
取
物
語

№
４

（

）
組

氏
名

◆
「
蓬
莱
の
玉
の
枝
」
を
音
読
し
よ
う
。

各
文
の
最
初
の
言
葉
を
ヒ
ン
ト
に
、
暗
唱
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
。

こ

れ

や

、

、

さ
す
が
に

、
山
の
め
ぐ
り
を

、

、

天
人
の

、
山
の

、

銀

の

、

。
こ
れ

し
ろ
か
ね

を
見
て
、

「
こ
の
山
の
名
を

、

」

と

問

ふ

。

女

、

「

こ

。

、

れ
は
、

」
と
答
ふ
。
こ
れ
を
聞
く

。

に
、

。

そ
の
山
、

、
さ
ら
に

。
そ
の
山
の

、
世
の
中

に
な
き

。
金
・

こ
が
ね

、
山
よ
り

。
そ
れ
に
は
、

。
そ
の

、
照
り
輝
く

か
か
や

。
、

、

そ
の
中
に

い

と

、

の

た

ま

ひ

し

に

違

は

た

が

ま
し
か
ば
と
、

。

◆
自
分
の
音
読
を
友
達
に
聞
い
て
も
ら
い
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
評
価
し
合
お
う
。

評
価
者

評
価
者

評
価
者

評
価
者

評

価

項

目

（

）
（

）
（

）
（

）

①
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
間
違
え
ず
に
読
ん
で
い
る
。

②
文
の
区
切
り
や
リ
ズ
ム
に
気
を
付
け
て
読
ん
で
い
る
。
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（

）

竹
取
物
語

№
５

（

）
組

氏
名

◆
く
ら
も
ち
の
皇
子
の
冒
険
談
か
ら
、
か
ぐ
や
姫
を
信
じ
さ
せ
る
た
め
の
「
手
の
込
ん
だ

嘘
」
を
見
つ
け
よ
う
。

★
特
に
手
が
込
ん
で
い
る
と
思
う
「
嘘
」
の
部
分
に
線
を
引
い
て
み
よ
う
。

こ

れ

や

わ

が

求

む

る

山

な

ら

む

と

思

ひ

て
、

さ

す
が

に
恐

ろ
し

く
お

ぼ
え

て
、

山
の

め
ぐ

り
を

さ
し

め
ぐ

ら
し

て
、

二
、

三
日

ば

か

り
、

見

歩
く

に
、

天
人

の
よ

そ
ほ

ひ
し

た

あ

り

る
女

山
の
中
よ
り
い
で
来
て

銀

の
金
鋺

、

、
し
ろ
か
ね

か

な

ま

る

、

。

、

を
持
ち
て

水
を
く
み
歩
く

こ
れ
を
見
て

船

よ

り

下

り

て

「

こ

の

山

の

名

を

何

と

か

、

申

す

」

と

問

ふ

。

女

、

答

へ

て

い

は

く

、

。

「

こ

れ

は

、

蓬

莱

の

山

な

り

」

と

答

ふ

。

。

こ
れ

を
聞

く
に

、
う

れ

し
き

こ
と

か
ぎ

り
な

し
。そ

の

山
、

見
る

に
、

さ
ら

に
登

る
べ

き
や

。

、

う
な
し

そ
の
山
の
そ
ば
ひ
ら
を
め
ぐ
れ
ば

世
の
中
に
な
き
花
の
木
ど
も
立
て
り
。

金

・

こ
が
ね

、

。

銀
・
瑠
璃
色
の
水

山
よ
り
流
れ
い
で
た
り

る

り

そ
れ

に
は

、
色

々
の

玉
の

橋
渡

せ
り

。
そ

の

あ
た
り
に
、
照
り

輝

く
木
ど
も
立
て
り
。

か
か
や

そ

の
中

に
、

こ
の

取
り

て
ま

う
で

来
た

り

し
は

、
い

と
わ

ろ
か

り
し

か
ど

も
、

の

た
ま

ひ
し

に
違

は
ま

し
か

ば
と

、
こ

の
花

を
折

り

た

が

て
ま
う
で
来
た
る
な
り
。

★
結
局
、
匠
た
ち
の
訴
え
に
よ
り
発
覚
し
た
、
く
ら
も
ち
の
皇
子
の
「
嘘

。
く
ら
も
ち
の
皇
子
と
い
う

」

人
物
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
書
い
て
み
よ
う
。

「
嘘
」
の
ど
ん
な
と
こ

ろ
が
上
手
だ
と
思
う
？

自
分
だ
っ
た
ら
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（

）

竹
取
物
語

№
６

（

）
組

氏
名

◆
他
の
四
人
の
貴
公
子
の
冒
険
談
を
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
思
い
や
行
動
に
つ
い
て

考
え
よ
う
。
く
ら
も
ち
の
皇
子
と
も
比
べ
て
み
よ
う
。

名

前

特

徴

難

題

そ
れ
ぞ
れ
の
冒
険
の
結
末

人
物
に
対
す
る
自
分
の
考
え

山

寺

で

拾

っ

た

鉢

を

差

し

出

す

が

、

か

ぐ

や

姫

に

石

作

り

の

未

練

が

ま

仏

の

御

石

に

せ

物

だ

と

見

破

ら

れ

て

皇
子

し
い
男

の
鉢

し

ま

う

。

し

か

し

、

そ

の

後
も
姫
に
言
い
寄
る
。

中

国

で

、

に

せ

物

の

皮。

右
大
臣

だ

ま

さ

れ

衣
を
買
わ
さ
れ
て
し
ま
う

火

鼠

の

皮

や

す

い

お

そ

の

皮

衣

は

、

か

ぐ

や

姫

あ

べ

の

み

衣

人
好
し
男

の

目

の

前

で

見

事

に

燃

え

う
し

て
し
ま
っ
た
。

航

海

に

出

る

が

、

嵐

に

竜

の

首

に

あ

っ

て

死

に

か

け

る

。

あ

大
納
言

逆

上

し

や

あ

る

五

色

げ

く

の

果

て

に

は

、

難

題

大

伴

の

み

す
い
男

に
光
る
玉

を

出

し

た

か

ぐ

や

姫

を

の

ゆ
き

の
し
る
。

苦

労

し

て

つ

か

ん

だ

と

中
納
言

思

っ

た

子

安

貝

は

実

は

燕

い

そ

の

か

気

の

毒

な

燕

の

子

安

の

フ

ン

だ

っ

た

。

籠

か

ら

み

の

ま

ろ

男

貝

落

ち

て

転

落

、

そ

れ

が

も

た
り

と
で
死
ん
で
し
ま
う
。

◆
五
人
の
貴
公
子
の
冒
険
談
の
中
で
、
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
人
物
や
話
は
ど
れ
だ
ろ
う
。

お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
理
由
も
書
い
て
み
よ
う
。

理

由

人

物

- 資料17 -



（

）

竹
取
物
語

№
７

（

）
組

氏
名

◆
月
に
帰
る
か
ぐ
や
姫
、
翁
た
ち
、
帝
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
か
ら
人
物
の
気
持

ち
を
想
像
し
て
み
よ
う
。

人

物

行

動

そ
の
時
の
気
持
ち

・
月
を
見
て
嘆
き
悲
し
み
、
月
へ
帰

か
ぐ
や
姫

る
こ
と
を
涙
な
が
ら
に
告
げ
る

・
翁
た
ち
や
帝
に
贈
り
物
を
す
る

・
姫
の
告
白
を
聞
き
、
泣
き
騒
ぐ

翁
た
ち

・
十
五
夜
の
夜
に
は
、
姫
を
家
へ
閉

じ
込
め
、
戸
口
を
守
る

・
二
千
人
の
兵
で
翁
の
家
を
守
る

帝

・
姫
か
ら
贈
ら
れ
た
不
老
不
死
の
薬

を
飲
ま
ず
、
富
士
山
で
燃
や
す

◆
「
竹
取
物
語
」
の
登
場
人
物
と
、
現
代
を
生
き
る
自
分
た
ち
の
と
間
に
共
通
す
る
「
思

い
」
は
何
だ
ろ
う
。

誰
の

ど
ん
な
思
い

根
拠
（
行
動
・
言
葉
・
本
文
か
ら
）

喜び

悲しみ
怒り

欲望
憎しみ
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（

）

竹
取
物
語

№
８
「

」

（

）
組

氏
名

ポ
ス

タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

◆
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
知
ろ
う
。

（

）

、

調
べ
た
こ
と
を
掲
示
物

ポ
ス
タ
ー

に
ま
と
め

そ

れ

を

も

と

に

説

明

や

交

流

を

行

う

発

表

会

。

同

じ

会

場

に

い

く

つ

か

の

コ

ー

ナ

ー

を

作

り

、

複

数

の

グ

ル

ー

プ

が

同

時

に

発

表

す

る

。

聞

き

手

は

興

味

の

あ

る
ポ
ス
タ
ー
の
前
に
集
ま
っ
て
聞
く
。

発

表

者

と

聞

き

手

の

距

離

が

近

く

、

質

疑

応

答

や

意
見
交
換
を
し
や
す
い
こ
と
が
特
長
。

①
で
き
る
だ
け
、
聞
き
手
の
表
情
や
反

応
を
確
か
め
な
が
ら
話
そ
う
。

②
指
し
棒
で
ポ
ス
タ
ー
を
指
し
示
し
な

①

予
告

秒
30

発
表
内
容
を
簡
潔
に
紹
介

が
ら
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
。

③
聞
き
手
に
質
問
す
る
な
ど
し
て
働
き

か
け
、
興
味
を
引
く
よ
う
な
工
夫
を

１
分

し
よ
う
。

②

移
動

④
質
問
の
内
容
を
予
想
し
、
答
え
ら
れ

発

表

者

は

ポ

ス

タ

ー

の

前

で

待

機

る
よ
う
に
し
て
お
こ
う
。

聞
き
手
は
聞
き
た
い
グ
ル
ー
プ
の
前
へ

６
分

①
う
な
ず
く
な
ど
、
発
表
に
対
す
る
反

③

発
表

応
を
示
し
な
が
ら
聞
こ
う
。

②
説
明
の
要
点
や
感
想
な
ど
、
メ
モ
を

４
分

取
り
な
が
ら
聞
こ
う
。

④

交
流

③
質
問
や
意
見
な
ど
積
極
的
に
発
言

質
疑
応
答
し
な
が
ら
意
見
交
流

し
、
交
流
を
盛
り
上
げ
よ
う
。

１
分

⑤

移
動

聞
き
手
は
別
の
グ
ル
ー
プ
の
前
へ

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
・
・
・

会 場 図

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
流
れ
（
２
回
繰
り
返
す
）

発

表

す

る

と

き

発

表

を

聞

く

と

き

そ
れ
ぞ
れ
の
注
意
点
を

頭
に
入
れ
て
お
こ
う
。
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（

）

竹
取
物
語

№
９
「

」

（

）
組

氏
名

ポ
ス

タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

紹
介
し
た
い
作
品

選
ん
だ
理
由

◆
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
の
計
画
を
立
て
よ
う
。そ

の
他
、
紹
介
し
た
い
こ
と

ポ
ス
タ
ー
に
書
く
内
容
（
共
通
事
項
）

ジ
ャ
ン
ル
（
そ
の
特
徴
）

作
者

時
代

あ
ら
す
じ
・
内
容

＋

現
代
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ

「
竹
取
物
語
」
と
の
比
較

計

画

カ

ー

ド

み
ん
な
の
意
見
を
大
切
に
し

な
が
ら
話
し
合
お
う
。
自
分

た
ち
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
工
夫

で
き
る
と
い
い
ね
。
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（

）

竹
取
物
語

№

「

」

（

）
組

氏
名

ポ
ス

タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

10

◆
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
必
要
な
情
報
を
選
択
し
、
ポ
ス
タ
ー
に
の
せ
る
内
容
を
決
め
よ
う
。

構
成

内

容

資
料
・
図

担
当
者

◆
自
分
が
担
当
す
る
内
容
に
つ
い
て
、
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
こ
と
を
メ
モ
し
て
お
こ
う
。

内
容

メ
モ

構

成

カ

ー

ド

何を中心に、どんな順番で

説明すれば、聞き手に興味

をもってもらえるかな。

おわり な か はじめ

資 料 は ど ん な も のを 用意 すれ

ば い い か な 。 絵 など もあ ると

分かりやすいね。
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（

）

竹
取
物
語

№

「

」

（

）
組

氏
名

ポ
ス

タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

11

◆
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
レ
イ
ア
ウ
ト
・
予
想
さ
れ
る
質
問
な
ど
を
考
え
よ
う
。

【
キ
ャ
ッ
チ

】

コ
ピ
ー

【
予
想
さ
れ
る
質
問
】

【
予
想
さ
れ
る
質
問
】

【
答
え
】

【
答
え
】

打
ち
合
わ
せ
カ
ー
ド

大まかなレイアウトをメモしておこう。

ど ん な 質 問 が 予 想 で き る だ

ろ う 。 み ん な で 相 談 し て 、

その答えも考えよう。
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◆
自
分
の
分
担
の
発
表
原
稿
を

《
例
》
を
参
考
に
書
い
て
み
よ
う
。

、

《
例
》

できあがった

ら、同じグルー

プの友達に見て

もらおう。

選
ん
だ
作
品
と
選
ん
だ

理
由
な
ど

＊
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
な

ど
を
用
い
て
、
興
味

を
引
く
よ
う
な
投
げ

か
け
を
し
よ
う
。

はじめな か

ポ
ス
タ
ー
に
書
い
た
内

容
に
つ
い
て
の
説
明
な

ど＊
選
ん
だ
作
品
の
特
徴

が
伝
わ
る
よ
う
に
工

夫
し
よ
う
。

おわり

選
ん
だ
作
品
の
魅
力
と

「
竹
取
物
語
」
と
の
比
較

な
ど

＊
自
分
た
ち
の
発
表
を

し
っ
か
り
ま
と
め
よ

う
。
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（

）

竹
取
物
語

№

「

」

（

）
組

氏
名

ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

12

◆
発
表
者
の
意
見
、
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
考
え
な
ど
を
記
録
し
よ
う
。

気
付
い
た
こ
と

作
品
名

発
表
内
容

心
に
残
っ
た
こ
と

説明の要点や感想など、

メモを取りながら聞こう！

意見を述べる時は、「誰のどの部分に対しての質

問か」をはっきり言おう。

積極的に発言して、交流の時間を盛り上げよう！

聞
き
取
り
カ
ー
ド
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（

）

竹
取
物
語

№

「

」

（

）
組

氏
名

ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

13

◆
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
振
り
返
り
、
自
己
評
価
し
て
み
よ
う
。

□
に
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
を
記
入
し
よ
う
。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

できた

だいたい
できた

あまり
できなかった

できなかった

発
表
者
と
し
て

聞
き
手
と
し
て

グ
ル
ー
プ
と
し
て

発表の内容や、ポスターの

まとめ方について
発表の仕方について

発表の聞き方や質疑応答の

仕方について
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（

）

竹
取
物
語

№

「
学
習
の
ま
と
め
」
（

）
組

氏
名

14

◆
み
ん
な
で
作
っ
た
「
古
典
リ
ス
ト
」
を
参
考
に

「
竹
取
物
語
」
が
現
代
ま
で
読
み
継
が

、

れ
て
き
た
理
由
を
自
分
な
り
に
考
え
、

字
程
度
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。

350

はじめ

「
竹
取
物
語
」
の
魅
力
は
何
だ
ろ
う
。
現
代
に
生
き
る

自
分
た
ち
と
の
共
通
点
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ね
。

な かおわり
文章の構成にも気を付けよう。

３段落作るといいよ！

180360
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単元名 登場人物の生き様を通して、「平家物語」の世界を詠み深める
～自分のイチ押し登場人物について語ろう～

単元の目標 作品から読み取ったことを基に行うパネルディスカッションを通して、「平家物語」
を読み深めることができる。

■ 本時の展開（１／８） 見通し１の①
（１）ねらい 「平家物語」の冒頭部分「祇園精舎」を読み、作品について知るとともに、単元全体

の学習についての見通しをもつ。
（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート① プレゼンテーション資料
（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価
予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 単元のねらいと学習内容を知 ・これから「平家物語」という古典作品を読んでいくこと
る。 ４ と、それを通して得た自分の思いを交流し合うことを伝

分 え、学習に対する見通しをもたせる。
・「平家物語」について知っていることを発表させる。

２ 「平家物語」について知る。 ・「平家物語」は、源平の合戦の様子や平家の滅亡を琵琶
１２ 法師が語り伝えた物語であること、「軍記物語」という

ワークシートの空欄を埋めなが 分 ジャンルであることを押さえ、源氏や平家の人物が多く
ら、「平家物語」という作品に 描かれていることを伝える。
ついて見ていきましょう。

・「平家物語」には、聞いたこと
のある人物がたくさん出てくる
んだな。 ・「平家物語」は「平曲」という語り物であるため、音楽

・琵琶法師が語って広まった物語 的な効果のある文体であることを確認するとともに、映
なんだな。 像や音楽などの資料を用いて生徒の興味を喚起する。

３ 「祇園精舎」を音読する。 ・１学年で学習した「竹取物語」の音読の注意点を思い出
２２ させ、歴史的仮名遣いや文の区切り、古典特有の言い回

15分間で暗唱できるよう、何度 分 しなどに注意しながら音読することを確認する。
も「祇園精舎」を読みましょう。 ・「平家物語」独特の文章のリズムや対句表現なども音読

の中で確認する。
・とてもリズムの良い文章だな。 ・楽しみながら音読・暗唱できるように、読ませ方を工夫
・これなら暗唱できそうだ。 する。

◎滑らかに音読できない生徒には、五音と七音のリズムに
気を付けるよう助言する。

４ ミニ音読発表会を行い、お互 ・暗唱できる生徒には、積極的に発表させるようにする。
いの音読を聞き合う。 ８ ・リズムを意識して読めた生徒を賞賛し、読む際の参考に

分 させる。

◇文語のきまりや仮名遣いに注意したり、作品の特徴
を生かしたりしながら音読している。

（観察・発表）【言】

５ 今後の学習について見通しを ・１学期に学習したプレゼンテーションを思い出させ、そ
もつとともに、パネルディスカ れが相手の理解や同意を得るための説明・提案であるこ
ッションのテーマを確認する。 ４ とに対し、パネルディスカッションは意見を交流し、深

分 める話合いであることを押さえる。
テーマ：平家物語の人々が大切 ・パネルディスカッションは作品を読み深めるための手だ

にしていたものは？ てであることを確認し、作品を読み深める際の目標を提
～自分のイチ押し 示する。
登場人物について語ろう～

・それぞれの人物について、しっ
かり読み取っていきたいな。

①追い読み→②交代読み→③二人読み →
④グループ読み→⑤たけのこ読み→⑥スピード読み

内容…平家の栄華 壇の浦の戦いでの滅亡 など
人物…平清盛 源頼朝 源義経 弁慶 木曽義仲

那須与一 など

目標

作品の中から心に残った人物を一人見つけること。

そしてその人物を通して平家物語について考えること。

[学習課題] 「祇園精舎」の音読を通して「平家物語」について知ろう。
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■ 本時の展開（２／８） 見通し１の②

（１）ねらい 登場人物の様子を想像しながら「扇の的」を音読し、自分なりの感想をもつ。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート② プレゼンテーション資料

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は「平家物語」の中の「扇の的」という場面を読む

３ ことと、前時と同じように音読することを伝え、学習に

分 対する見通しをもたせる。

２ 「扇の的」のあらすじをつかむ。 ・屋島の戦いが舞台であることや、それまでの源平の合戦

１０ の経緯などを説明する。

「扇の的」は、物語全体のどの 分 ・現代語訳やビジュアル資料を活用することで、当時の様

場面にあたるでしょう。あらす 子を想像しやすくする。

じをつかみましょう。 ・今後、登場人物に焦点を当てた学習を展開するために、

「扇の的」での主な登場人物、「源義経、那須与一、黒

・屋島の戦いで、大将は義経だな。 革をどしの鎧の男」について押さえる。

３ 「扇の的」を音読する。 ・「平家物語」の文体の特徴、特に七五調や対句、擬音語

２５ や漢語的な表現を確認し、それを音読に生かすよう助言

「祇園精舎」と同じように、何 分 する。

度も読んでみましょう。今回は ・「登場人物の行動に着目しながら読む」「描かれている情

登場人物たちの様子を想像しな 景を想像しながら読む」など、音読の際のポイントを提

がら音読しましょう。 示する。

◎楽しみながら音読・暗唱できるように、前時同様読ませ

・この場面も、とてもリズムが良 方を工夫する。つまずいている生徒には、二人読みでチ

いな。 ェックさせるようにする。

・矢が飛んでいく場面は、様子が

想像できるなあ。

・与一は弓を射るとき、どんな気

持ちだったんだろう。 ・暗唱までチャレンジできるよう、音読練習は場面の情景

・男は、なぜ舞を舞ったのかな。 が想像しやすい前半場面（与一が弓を射るところまで、

・義経という大将は、どんな人だ Ｐ138～140）とする。

ったんだろう。 ・最後に再度ペアで読み合い、相互評価させる。

◇「平家物語」のもつ独特のリズムや、表現の効果な

どを意識しながら音読している。

（観察・ワークシート）【言】

４ 登場人物に対する自分なりの ・次時に行う登場人物の心情理解への準備として、那須与

感想をもつ。 １０ 一、黒革をどしの鎧の男、源義経の３人についての感想

分 をもたせる。

３人の人物に対する感想を「○○ ・３人の登場人物についての感想を一文でワークシートに

は△△な人物である」という一文 記入させる。その際は、そう思う根拠も記すよう伝える。

で表してみましょう。 ・ペアで交流し合うようにする。

５ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、「扇の的」をさらに読み深め、登場人物の心情

分 を考えていくことを知らせる。

①交代読み → ②二人読み → ③グループ読み
→ ④スピード読み

[学習課題] 「扇の的」を、登場人物の様子を想像しながら音読しよう。
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■ 本時の展開（３／８） 見通し２の①

（１）ねらい 「扇の的」の内容を読み深め、登場人物の心情を理解する。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート③

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は「扇の的」について内容をとらえ読んでいくとと

３ もに、登場人物の心情を理解していくことを伝え、学習

分 に対する見通しをもたせる。

２ 「扇の的」の登場人物の行動 ・那須与一、黒革をどしの鎧の男、源義経の３人に焦点を

やセリフの意味を考え、人物の ４５ 当てて読んでいくことを確認する。

心情について理解する。 分 ・考えさせたい事柄

「扇の的」にはどんな人物が出

てきましたか。その人物たちの

行動の意味や、その時の気持ち

を考えてみましょう。

・与一の失敗は、源氏全体の恥と

なってしまう。死を覚悟するの

も当然だな。

・与一はなぜ、船の上の男を射倒

したのだろう。命令に背いたら ・常に自分に引き寄せて考えられるよう、自分の考えをも

どうなるのかな。 つ際のポイントとして、「共感できる点」「疑問に思う点」

・男は、与一の腕に感心して舞を を示し、そこから「自分だったらどうするか」という考

舞ったのだろう。悪いことをし えをもたせる。

ていないのに殺されてしまうな ◎考えがもてない生徒には、自分の経験と最も照らし合わ

んてかわいそうだ。 せやすい与一を中心に考えるよう助言する。

・義経が、男を射させた理由がよ ・矢が扇を射るまでの描写から、その場の緊迫した様子を

く分からないな。ここが戦場だ とらえられるようにする。

からだろうか。 ・源氏と平家の戦の中での出来事であることを押さえるた

・危険を承知で弓を拾うほど、義 めに、対句表現に着目させる。

経にとって大切なものとは何な

のだろう。 ◇描写の効果や登場人物の言動の意味などを考えて古

文の内容を理解している。

（ワークシート）【読】

３ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、「平家物語」の他の場面「敦盛の最期」を読み、

分 別の登場人物の心情を考えていくことを知らせる。

◆那須与一について

神々に祈る場面、死の覚悟、大将の命令は絶対であ

るという武士の宿命

◆黒革をどしの鎧の男について

舞を舞った理由、源平双方の評価、「あ、射たり」

「情けなし」の言葉の意味

◆源義経について

黒革をどしの鎧の男を射させた意味、弓を拾った義

経の武士としての名誉

[学習課題] 「扇の的」の３人の登場人物について、行動の意味や気持ちを考えよう。
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■ 本時の展開（４／８） 見通し２の②

（１）ねらい 「扇の的」と比較しながら「敦盛の最期」を読み、人物の心情を考えるとともに、二

つの場面から最も心に残った人物を一人選び出す。

（２）準 備 教科書 資料集 「敦盛の最期」本文（ワークシート④） ワークシート⑤⑥

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は「扇の的」と比較しながら「敦盛の最期」という

３ 別の場面を読み、前時と同じように心情を理解していく
「扇の的」と比較しながら「敦 分 ことと、二つの場面の登場人物から一人を選んでいくこ

盛の最期」の場面を読んでみま とを伝え、学習に対する見通しをもたせる。

しょう。 ・「敦盛の最期」は、特徴的な人物が登場することや、昔

から様々な芸能の題材として取り上げられていたことを

紹介する。

２ 「敦盛の最期」のあらすじを ・原文は教師の範読にとどめ、資料集や現代語訳を活用し

つかむ。 １０ ながら内容を確認する。

・敦盛は、自分たちとはあまり変 分 ・熊谷次郎直実と平敦盛の２人に焦点を当てて読んでいく

わらない若者だったんだな。 ことを確認する。

・この場面は、「扇の的」とはま

た違う感じがするな。

３ 「敦盛の最期」の登場人物の ・考えさせたい事柄

行動やセリフの意味を考え、人 ２０

物の心情について理解する。 分

「敦盛の最期」にはどんな人物

が出てきましたか。その人物た

ちの行動の意味や、その時の気

持ちを考えてみましょう。 ・常に自分に引き寄せて考えられるよう、自分の考えをも

つ際のポイントとして、「共感できる点」「疑問に思う点」

・直実は、なぜ敦盛を助けようと を示し、そこから「自分だったらどうするか」という考

思ったのだろう。自分の息子を えをもたせる。

思い出したのかな。 ・「扇の的」の義経や与一との相違点もとらえさせる。

・敦盛は、なぜ助けを拒んだのか

な。プライドが許さなかったの

だろうか。

４ 最も心に残った人物を一人選 ・選んだ人物を基にパネルディスカッションを行うことを

んで自分の考えをもつ。 １５ 再度確認し、二つの場面の登場人物から選ぶよう伝える。

分 ・「その人物を選んだ理由」「その人物が大切にしているも

二つの場面の登場人物の中で、 のとそれに対する自分の考え」を明確にもたせ、それを

自分のイチ押し登場人物は誰で ワークシートに記入させる。

すか。押したい理由も含めて考 ◎記入ができない生徒には、№３・５のワークシートを確

えてみましょう。 認させ、その記述を基にするよう助言する。

・人物によって、様々な思いがあ ◇古文に表れているものの見方や考え方を基に、登場

ったんだな。 人物について自分の考えをもっている。

・それぞれの人物が大切にしてい （ワークシート）【読】

たものは違うようだ。

５ 次時の予告を聞く。 ・次時は、本時のワークシートを基に自分の考えをまとめ

２ るとともに、パネルディスカッションの準備をしていく

分 ことを知らせる。

◆平敦盛について

「早く首を取れ」と言った理由

◆熊谷次郎直実について

敦盛を助けたいと思った理由、出家を志した理由

[学習課題] 「敦盛の最期」の２人の登場人物について、行動の意味や気持ちを考えよう。
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■ 本時の展開（５／８） 見通し３の①

（１）ねらい パネルディスカッションの意義と方法を理解するとともに、前時に選んだ人物につい

て自分の考えをまとめ、グループを作って交流し合う。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート⑦⑧

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時はパネルディスカッションの方法を理解するととも

３ に、前時に選んだ人物についてのメモを基に、自分の考

分 えをまとめ交流することを知らせ、学習に対する見通し

をもたせる。

２ パネルディスカッションの具 ・パネルディスカッションの特徴として、「一つのテーマ

体的なイメージをもつ。 １０ について複数の立場の者が意見を述べ合い、参加者全員

分 で理解を深めていこうとする形式であること」、「見方や

パネルディスカッションの意義 考え方の広がりや深まりを期待する話合いであること」

と方法を確認しましょう。 の２点を確認する。

・結論を求めることはせず、お互いの立場を認め合うこと

・パネルディスカッションで交流 が重要であることを押さえる。

するのは楽しそうだな。 ・パネリスト、司会、フロアの役割を確認する。その際、

・答えを一つにする必要はないの 特にフロアの重要性を強調しておく。

か。いろんな考えに気付くこと

が大切なんだな。

・フロアの重要性が分かった。話

合いを盛り上げられるように頑

張ろう。

３ 選んだ人物に対する自分の考 ・その人物を選んだ根拠を明確にして書くよう助言する。

えをまとめる。 ２０

分

選んだ人物とその根拠を200字程 ・前時に記入したワークシートを基に、自分との共通点や

度でまとめてみましょう。 相違点だけでなく、自分のこれまでの経験や知識と関連

付けて書くようにさせる。

４ 同じ人物を選んだ者同士でグ ・選んだ根拠を明確にしながら話すよう助言する。

ループを作り、考えを交流し合 １５ ・同じ人物を選んでも、根拠や共感できる点などに差異が

う。 分 あることも考えられる。その際は、お互いに認め合うこ

・同じ人物を選んでいても、根拠 とを確認する。

や共感するところが違うものな ◎積極的に交流できない生徒には、「立論カード」の主張

んだな。 と根拠の部分を中心に述べるよう助言する。

・自分の意見のキーワードは何だ ・次時にスムーズにＫＪ法に入れるよう、自分の意見のキ

ろう。みんなにしっかり伝えら ーワードになると思われる事柄に、線を引かせておく。

れるようにしよう。

◇自分の経験や知識と関連付けて考えをまとめ、交流

して深めている。 （ワークシート・観察）【読】

５ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、グループの意見を集約し、さらにパネルディス

分 カッションの準備を進めていくことを知らせる。

根拠 … 人物の行動、言葉、心情を表す叙述

◆パネリスト

テーマについてグループの代表として意見を述べる。異な
る立場のパネリストと討論を行ったり、フロアから質問や反
論があった場合はそれに答えたりする。

◆司会
全体の進行を行う。パネリスト同士の討論を活性化させた

り、フロアに積極的な発言を促したりする。
◆フロア

パネリスト同士の討論を聞き終わったら、全体討論に加わ
る。自分のグループの意見について補足したり、他のグルー
プのパネリストに質問や反論をしたりする。

[学習課題] パネルディスカッションのグループを作り、自分の考えを友達と交流しよう。
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■ 本時の展開（６／８） 見通し３の②

（１）ねらい グループの意見を集約し、話合いを深めるとともに、役割分担などの準備を行う。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート⑨⑩ 付箋紙 画用紙 ストップウォッチ

（３）展 開
学習活動

時間
指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は、役割分担を決めたりグループごとに話し合った

３ りしながらパネルディスカッションに向けて準備を進め

分 ることを伝え、学習に対する見通しをもたせる。

２ グループの意見を集約し、核 ・様々な意見を合意形成していくための手段として、ＫＪ

になる意見を決める。 ２０ 法を用いる。

分

話合いのマニュアルに従い、グ

ループの意見をまとめてみまし

ょう。

・みんなの意見の良いところを探

しながら話し合おう。

・グループとして、どんな意見を

中心に据えれば説得力が増すか

な。 ・前時に線を引いておいたキーワードを基に、効率よく話

合いに入らせる。

・グループ全員で話し合い、核になる意見を決めるよう助

言する。

３ パネリストを選出し、他のグ ・核になる意見を基に、選んだ登場人物の特徴が分かる内

ループからの質問や反論を予想 ２０ 容になるよう、整理させる。

しながら発表内容を整理する。 分 ・自分たちの意見の問題点も考え、反論を予想したり反論

に答える準備をしたりする。

グループごとに、パネルディス ◎積極的に交流できない生徒には、机間支援で声を掛ける

カッションの準備をしましょう。 とともに、全員が意見を述べられるよう、話合いのリー

ダーに助言する。

・人物の特徴が一番分かる部分は ・パネリスト一人の意見に頼らないよう、発表の方向性が

どこかな。 決まったらパネリストを一人選び、グループ内でプレ発

・他の人物を選んだグループの意 表会を行わせる。

見を予想すると、質問されそう

なことが分かるね。 ◇自分の経験や知識と関連付けて考えをまとめ、交流

して深めている。 （ワークシート・観察）【読】

４ 司会、書記、時計係など、話 ５ ・司会は特に重要な役割なので、教師がフォローに入り、

合いを進行する係を決める。 分 ともに話合いを進めていくことを伝える。

５ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、実際にパネルディスカッションを行うことを知

分 らせる。

◆時間外の活動として、パネリスト、進行係で事前打ち合わせをする。（事前打ち合わせ用
・パネリストの発表順 ワークシート使用）
・各グループの主な論点とそれに対する意見
・フロア全体での討論の仕方

◆話合い（ＫＪ法）の手順

①キーワードを付箋紙に記入する。

・ワークシートを基に、できるだけ多く書く。

②自分の考えを述べながら、画用紙に貼る。

③付箋紙をグルーピングする。

・グループにタイトルをつける。

・小グループを大グループにまとめる。

④考えを集約していく。

・各グループ間を、ストーリーのようにつなぐ。

[学習課題] パネルディスカッションの準備として、グループの意見をまとめよう。
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■ 本時の展開（７／８） 見通し３の③

（１）ねらい パネルディスカッションを行い、自分の考えを深める。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート⑪ パネルディスカッションに必要な諸道具

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は準備に基づき、実際にパネルディスカッションを

３ 行って考えを交流することを伝え、学習に対する見通し

分 をもたせる。

２ パネルディスカッションの注 ・テーマについて、単に賛成・反対だけではない様々な考

意点を確認する。 ７ え方に触れ、その違いをとらえることがパネルディスカ

分 ッションの特性であることを、再度確認する。

有意義な話合いになるよう、自 ・パネリストには、結論を先に述べ、他の立場や意見との

分の役割をもう一度確認しまし 違いを明確にして発表するよう準備させておく。

ょう。 ・フロアは、パネリストの意見の要旨や気付いたこと、質

問事項などをワークシート（聞き取りカード）に記入し

・他のグループの意見もしっかり ながら聞くように指示する。根拠に注意し、自分の意見

聞き、自分の意見と比較できる と比べながら聞くことで、新たな見方に気付いたり自分

ようにしよう。 の考えを深めたりすることが重要であることを押さえる。

３ パネルディスカッションを行 ・進行計画の時間配分に沿って、パネルディスカッション

う。 ３８ を行う。

分 ・フロアには、積極的な参加を求める。発言する際には、

聞き手のことも考え、分かりやすく話す工夫をさせる。

特に、誰のどの部分に対しての質問や意見かを明らかに

させる。また、自分と同じグループのパネリストへの賛

成（追加・補助）発言をしてもよいことを伝える。

・多くの生徒が自分の考えを発言できるよう、通常のパネ

ルディスカッションより全体討論の時間を多く設定する。

・司会は基本的に生徒の役割とするが、「テーマから話題

がそれたら元に戻す」「必要に応じて意見を要約する」

「論点を整理し話をかみ合わせる」など多くの大切な役

割があることから、状況に応じて支援する。

◎討論に積極的に参加できない生徒には、メモを取らせる

・○○さんの意見は、根拠がはっ 際、自分の考えと似ている意見や違った見方などに注目

きりしていて分かりやすいな。 するよう助言する。

・○○さんは、自分とは違うとら

え方をしていて驚いたな。 ◇自分の考えとその根拠、反論などを組み合わせて分

・気付いたことがあるから、手を かりやすく話したり、自分の考えと比較しながら聞

挙げて発言してみよう。 いたりしている。 （観察・発表）【話・聞】

４ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、パネルディスカッションを振り返り、「平家物

分 語」の学習のまとめをしていくことを知らせる。

パネルディスカッションの流れ

①テーマの確認とパネリスト

の紹介 （１分）

②各パネリストからの意見発

表 （各２分）

③パネリスト同士の討論

（７分）

④フロアを交えての全体討論

（1３分）

⑤各パネリストによるまとめ

（各１分）

⑥司会によるまとめ（５分）

[学習課題] 「平家物語」の登場人物について、パネルディスカッションで交流しよう。
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■ 本時の展開（８／８） 見通し３の④

（１）ねらい パネルディスカッションを振り返り、討論を通して深まった考えを自分の言葉で表現

する。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート⑫（自己評価カード）⑬

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時はパネルディスカッションを振り返り、深まった自

３ 分の考えを文章に書き表すことで「平家物語」の学習の
分 まとめをしていくことを伝え、学習に対する見通しをも

たせる。

２ パネルディスカッションでの ・前時のパネルディスカッションについて、「話すこと・

討論について、各自で自己評価 ７ 聞くこと」と「作品を読み深めること」の２点から自己

する。 分 評価させる。

パネルディスカッションはどう

でしたか。振り返ってみましょ

う。

・○○さんの意見は、とても共感

できるものだったな。

・新しい見方に気付かせてくれた

意見がたくさんあったな。

・平家物語の他の場面も読んでみ

たいな。

３ 全員でパネルディスカッショ ・パネルディスカッションを行って学んだことや、気付い

ンを振り返る。 １０ たことについて発表させる。

分 ・自己評価の際に机間支援を行い、意図的な指名ができる

ようにする。

４ 平家物語やその登場人物につ ・前時のパネルディスカッションや自己評価カードを基に、

いて、自分の考えをまとめる。 ２５ 気付いた読みの深まりを中心に考えを書くよう指示する。

分 ◎書く内容が絞り込めない生徒には、自分が選んだ登場人

パネルディスカッションを通し 物について、新たに気付いたことを加えながらまとめる

て、新たな見方や考え方に気付 よう助言する。

いたり、自分の考えを見直した ・できあがった文章はグループごとに綴じ込み、お互いに

りした人もいることでしょう。 鑑賞し合うことを知らせ、文章の構成など読み手の存在

それを、400字程度でまとめてみ にも意識を向けさせる。

ましょう。

◇現代を生きる自分の知識や経験、思いと重ねながら、

作品を通じて考えたことを書いている。

（自己評価カード・ワークシート）【読】

５ 教師の話を聞く。 ・古典の楽しさや作品の奥深さを伝え、「平家物語を全編

５ 読んでみたい」「他の作品にはどんなものがあるのだろ

分 う」といった生徒の興味関心が喚起できるようにする。

「話すこと・聞くこと」について

①テーマについて複数の立場があることを理解し、

自分の立場で意見や根拠について考えることがで

きた。

②自分の考えと比較しながら、他のグループの意見

を聞くことができた。

③聞き手が分かりやすいように工夫しながら、根拠

を明確にして自分の意見を述べることができた。

「作品を読み深めること」について

①他のグループの意見を聞いて、新たな見方に気付

いたり、自分の考えを深めたりすることができた。

②平家物語の人々の生き方と自分とを比べながら考

えることができた。

[学習課題] パネルディスカッションを通して深まった自分の考えを、文章にまとめよう。

- 資料34 -



（

）

平
家
物
語

№
１

（

）
組

氏
名

「
祇
園
精
舎
」

◆
「
平
家
物
語
」
と
い
う
作
品
に
つ
い
て
学
ぼ
う
。
画
面
を
見
な
が
ら
記
入
し
て
み
よ
う
。

○
（

）
時
代
に
成
立
し
た
（

）
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
。

○
（

）
一
門
の
（

）
年
に
わ
た
る
（

）
の
物
語
。

○
（

）
と
（

）
の
戦
い
を
中
心
に

（

）
の
栄
華
か
ら
滅
亡
ま
で
を

、

描
い
た
ド
ラ
マ
。

○
漢
語
を
交
え
た
文
章
に
は
独
特
の
調
子
と
リ
ズ
ム
が
あ
り
（

）
と
し
て
盲
目
の

（

）
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
。

○
作
品
全
体
を
貫
く
思
想

＝

（

）

人
間
の
は
か
な
さ
・
永
久
不
変
の
も
の
は
な
い
と
す
る
考
え
方

◆
平
家
の
栄
枯
盛
衰
の
歴
史
を
知
ろ
う
。

主
な
登
場
人
物

平
家
側

源
氏
側

「
平
家
に
あ
ら
ず
ん
ば
人
に
あ
ら
ず
」

・
宇
治
川
の
戦
い

（

）

・
一
ノ
谷
の
戦
い

ひ
よ
ど
り
越
の
坂
落
し

・
屋
島
の
戦
い

（
扇
の
的
）

・
壇
の
浦
の
戦
い

作
品
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
、「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
交
流
し
合
お
う
！

平
家
物
語
の
人
々
が
大
切
に
し
て
い
た
も
の
は
？

～
自
分
の
イ
チ
押
し
登
場
人
物
に
つ
い
て
語
ろ
う
～

テ
ー
マ

１

力
を
増
す
平
家
と
そ
の
栄
華

２

意
の
ま
ま
に
振
る
舞
う
平
家

３

源
氏
の
挙
兵

４

平
家
の
滅
亡
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★

何
度
も
読
ん
で
、
暗
唱
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

①

祇
園
精
舎
の
鐘
の
声

諸
行
無
常
の
響
き
あ
り

対
句

②

沙
羅
双
樹
の
花
の
色

盛
者
必
衰
の
理
を
あ
ら
は
す

③

お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず

た
だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し

対
句

④

た
け
き
者
も
つ
ひ
に
は
滅
び
ぬ

ひ
と
へ
に
風
の
前
の
塵
に
同
じ

★
一
回
読
ん
だ
ら
○
を
塗
り
つ
ぶ
そ
う
。

目
指
せ

回
！

10

琵
琶
法
師
の
イ
ラ
ス
ト

琵
琶
法
師
た
ち
は
、
日

本
全
国
を
歩
き
、
こ
の
物

語
を
語
り
伝
え
ま
し
た
。

文
字
が
分
か
ら
な
く
て

も
理
解
で
き
、
耳
で
聴
い

て
お
も
し
ろ
く
感
じ
る
音

楽
的
な
効
果
の
あ
る
文
章

で
す
。

スタート！
↓
① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
↓
ゴール！
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（

）

平
家
物
語

№
２

（

）
組

氏
名

「
扇
の
的
」

◆
「
扇
の
的
」
の
音
読
を
お
互
い
に
評
価
し
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
記
入
し
て
み
よ
う
。

評
価
者

評
価
者

評
価
者

評
価
者

評

価

項

目

（

）
（

）
（

）
（

）

①
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
間
違
え
ず
に
読
ん
で
い
る
。

②
文
の
区
切
り
や
リ
ズ
ム
に
気
を
付
け
て
読
ん
で
い
る
。

③
場
面
の
様
子
が
分
か
る
よ
う
に
読
ん
で
い
る
。

◆
「
扇
の
的
」
の
三
人
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
、
感
想
を
書
い
て
み
よ
う
。

人

物

そ
う
思
う
根
拠

「

」

○
○
は
△
△
な
人
物
で
あ
る

と
一
言
で
表
し
た
ら
・
・

１

那
須
与
一
の

イ
ラ
ス
ト

２

源
義
経
の

イ
ラ
ス
ト

３

黒

革

を

ど

し

の

鎧

の

男

の

イ

ラ

ス
ト
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（

）

平
家
物
語

№
３

（

）
組

氏
名

「
扇
の
的
」

◆
「
扇
の
的
」
の
登
場
人
物
た
ち
の
心
情
を
考
え
よ
う
。

（

）
側
の
武
将

★
義
経
の
命
令
を
受
け
、
神
々
に
成
功
を
祈
る
与
一

○
い
つ

〔

〕

○
風
と
波
の
状
況

〔

〕

弓

を

構

え

る

与
一
の
イ
ラ
ス
ト

★
見
事
に
船
上
の
扇
を
射
落
と
す
与
一

○
与
一
が
使
っ
た
矢

扇
と
舟
の
上
の

名
前
〔

〕

女
房
の
イ
ラ
ス
ト

長
さ
〔

〕

○
矢
を
放
つ
音

〔

〕

扇
の
イ
ラ
ス
ト

扇
を
射
切
る
音

〔

〕

矢
を
射
る
与
一
の

★
義
経
の
命
令
で
、
船
上
の
男
を

イ
ラ
ス
ト

射
倒
す
与
一

与
一
目
を
ふ
さ
い
で
、

「
南
無
八
幡
大
菩
薩
、
我
が
国
の
神
明
、
日
光
の
権
現
、
宇
都

宮
、
那
須
の
湯
泉
大
明
神
、
願
は
く
は
・
・
・
」

与
一
、
か
ぶ
ら
を
取
つ
て
つ
が
ひ
、
よ
つ
ぴ
い
て
ひ
や
う
ど
放
つ
。

「

御

定

ぞ

、
つ
か

ま
つ
れ

。
」

那
須
与
一

も
し
射
損
じ
た
ら

共
感
で
き
る
な

な
ぜ
だ
ろ
う

自
分
だ
っ
た
ら
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（

）
側
の
武
将

★
感
激
の
あ
ま
り
、
船
上
で
舞
を
舞
う
男

源
氏
の

船
上
で
踊
る

武

将

の

男
の
イ
ラ
ス
ト

イ
ラ
ス
ト

源
氏
側

平
家
側

平
家
の

武
将

（

）
側
の
武
将

★
船
上
で
舞
を
舞
う
男
を
射
さ
せ
る
義
経

★
「
弓
流
し
」
の
場
面
で
、
命
が
け
で
弓
を
拾
う
義
経

馬
で
海

に
乗

り
入

れ
る

義
経
の
イ
ラ
ス
ト

義
経
の

イ
ラ
ス
ト

源
義
経

あ
、
射
た
り
。

情
け
な
し
。

黒
革
を
ど
し
の
鎧
を
着
た
男

あ

ま

り
の
お
も
し
ろ
さ
に
、
感
に
堪
へ
ざ
る
に

や
と
お
ぼ
し
く
て
、
・
・
・

「

御

定

ぞ

、
つ
か

ま
つ
れ

。
」

「
・
・
・『
こ
れ
こ

そ

源

氏

の

大

将

九

郎

義

経

が

弓

よ
。
』
と
て
、
嘲
弄
せ
ん
ず

る
が
口

惜

し

け
れ
ば
、
命

に
か
へ
て
取
る
ぞ
か
し
。
」

共
感
で
き
る
な

な
ぜ
だ
ろ
う

な
ぜ
だ
ろ
う

自
分
だ
っ
た
ら

自
分
だ
っ
た
ら

共
感
で
き
る
な
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（

）

平
家
物
語

№
４

（

）
組

氏
名

「
敦
盛
の
最
期
」

◆
本
文
（
抜
粋
）
と
現
代
語
訳

国
語
便
覧
Ｐ

・

を
一
緒
に
見
よ
う
。

72

73

「
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
（
身
分
の
）
方
で
い
ら
っ
し

「
そ
も
そ
も
い
か
な
る
人
に
て
ま
し
ま
し

ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
お
名
の
り
く
だ
さ
い
。
お
助
け

候

ふ
ぞ
。
名
の
ら
せ
た
ま
へ
。
助
け
ま

さ
う
ら

致
し
ま
し
ょ
う

」
と
申
し
上
げ
る
と
、

ゐ
ら
せ
ん

」
と
申
せ
ば
、

。

。

「
そ
な
た
は
だ
れ
か

」
と
お
尋
ね
に
な
る
。

「
な
ん
ぢ
は
た
そ

」
と
問
ひ
た
ま
ふ
。

。

。

「
名
の
る
ほ
ど
の
者
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
武
蔵
国

「
物
そ
の
も
の
で
候
は
ね
ど
も
、
武
蔵
国

む
さ
し
の
く
に

の

住

人

、

熊

谷

次

郎

直

実

で

す

」

と

名

の

り

申

し

上

の
住
人
、
熊
谷
次
郎
直
実

」
と
名
の
り

。

。

く
ま
が
え
の
じ
ろ
う
な
お
ざ
ね

げ
る
。

申
す
。

「

、

。

「
さ
て
は
、
な
ん
ぢ
に
あ
う
て
は
、
名
の

そ
れ
で
は

そ
な
た
に
向
か
っ
て
は
名
の
る
ま
い
ぞ

そ
な
た
に
と
っ
て
は
よ
い
敵
で
あ
る
。
名
の
ら
な
く
と

る
ま
じ
い
ぞ
。
な
ん
ぢ
が
た
め
に
は
よ
い

も

（

私

の

）

首

を

と

っ

て

人

に

尋

ね

る

が

よ

い

。

見

敵

ぞ
。
名
の
ら
ず
と
も
首
を
と
つ
て
人

、

か
た
き

知
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
ぞ

」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

に

問

へ

。

見

知

ら

う

ず

る

ぞ

」

と

ぞ

の

。

。

た
ま
ひ
け
る
。

熊

谷

は

「

あ

あ

、

大

将

軍

じ

ゃ

。

こ

の

お

方

一

人

お

熊
谷

「
あ
つ
ぱ
れ
大
将
軍
や
。
こ
の
人

、

、

討
ち
申
し
た
と
し
て
も
、
負
け
る
は
ず
の
い
く
さ
に
勝

一
人
討
ち
た
て
ま
つ
た
り
と
も
、
負
く
べ

つ
は
ず
も
な
い
。
ま
た
お
討
ち
申
さ
な
く
て
も
、
勝
つ

き
い
く
さ
に
勝
つ
べ
き
や
う
も
な
し
。
ま

は
ず
の
い
く
さ
に
負
け
る
こ
と
は
よ
も
や
な
い
で
あ
ろ

た
討
ち
た
て
ま
つ
ら
ず
と
も
、
勝
つ
べ
き

。
（

）

、

い
く
さ
に
負
く
る
こ
と
も
よ
も
あ
ら
じ
。

う

我
が
子
の

小
次
郎
が
軽
傷
を
負
っ
た
の
さ
え

直

実

は

つ

ら

く

思

う

の

に

、

こ

の

殿

の

父

は

（

息

子

小
次
郎
が
薄
手
負
う
た
る
を
だ
に
、
直
実

、

こ

じ

ら
う

う
す

で

が
）
討
た
れ
た
と
聞
い
て
、
ど
れ
ほ
ど
か
お
嘆
き
に
な

は
心
苦
し
う
こ
そ
思
ふ
に

こ
の
殿
の
父

、

、

と
の

る

だ
ろ

う

。

あ

あ
、

お

助
け

申

し
た

い

も
の

だ

」

討
た
れ
ぬ
と
聞
い
て
、
い
か
ば
か
り
か
嘆

。

な
げ
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と
思
い
、
後
ろ
を
さ
っ
と
見
る
と
、
土
肥
、
梶
原
が
五

き
た
ま
は
ん
ず
ら
ん
。
あ
は
れ
助
け
た
て

十
騎
ほ
ど
で
続
い
て
い
る
。

ま
つ
ら
ば
や

」
と
思
ひ
て
、
後
ろ
を
き

。

つ
と
見
け
れ
ば
、
土
肥
、
梶
原
五
十
騎
ば

と

ひ

か
ぢ
は
ら

き

か
り
で
つ
づ
い
た
り
。

熊

谷

が

涙

を

こ

ら

え

て

申

し

た

こ

と

に

は

「

お

助

け

熊
谷
、
涙
を
お
さ
へ
て
申
し
け
る
は

「
助

、

、

申
そ
う
と
は
思
い
ま
す
が
、
味
方
の
軍
勢
が
雲
や
霞
の

け
ま
ゐ
ら
せ
ん
と
は
存
じ
候
へ
ど
も
、
味

よ
う
に
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
と
う
て
い

方
の
軍

兵

、
雲
霞
の
ご
と
く
候
ふ
。
よ
も

ぐ
ん
び
や
う

う
ん

か

お
逃
げ
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
他
人
の

の
が
れ
さ
せ
た
ま
は
じ
。
人
手
に
か
け
ま

手
に
お
か
け
申
す
よ
り
、
同
じ
こ
と
な
ら
、
直
実
の
手

ゐ
ら
せ
ん
よ
り
、
同
じ
く
は
、
直
実
が
手

に
お
か
け
申
し
て
、
死
後
の
供
養
を
し
て
さ
し
あ
げ
ま

に
か
け
ま
ゐ
ら
せ
て
、
後
の
御
孝
養
を
こ

の
ち

お
ん
け
う
や
う

し
ょ
う

」
と
申
す
と
、

そ
つ
か
ま
つ
り
候
ら
は
め

」
と
申
し
け

。

。

れ
ば
、

「
た
だ
早
く
早
く
首
を
と
れ

」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

「
た
だ
と
く
と
く
首
を
と
れ

」
と
ぞ
の

。

。

た
ま
ひ
け
る
。

熊
谷
は
、
あ
ま
り
に
か
わ
い
そ
う
で
、
ど
こ
に
刀
を
立

熊
谷
、
あ
ま
り
に
い
と
ほ
し
く
て
、
い
づ

て
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、
目
も
く
ら
み
、
人
心
地
な
く

く
に
刀
を
立
つ
べ
し
と
も
お
ぼ
え
ず
、
目

な
っ
て
、
混
乱
し
て
心
乱
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、

も
く
れ
心
も
消
え
は
て
て
、
前
後
不
覚
に

そ
う
し
て
ば
か
り
も
い
ら
れ
な
い
こ
と
な
の
で
泣
く
泣

お
ぼ
え
け
れ
ど
も
、
さ
て
し
も
あ
る
べ
き

く
首
を
か
き
切
っ
た
。

こ
と
な
ら
ね
ば
、
泣
く
泣
く
首
を
ぞ
か
い

て
ん
げ
る
。

敦
盛
の
イ
ラ
ス
ト
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（

）

平
家
物
語

№
５

（

）
組

氏
名

「
敦
盛
の
最
期
」

★
義
経
の
命
令

◆
「
敦
盛
の
最
期
」
の
登
場
人
物
た
ち
の
心
情
を
考
え
よ
う
。

（

）
側
の
武
将

★
敦
盛
を
何
と
か
助
け
た
い
と
思
う

直
実

直
実
と
敦
盛
の

イ
ラ
ス
ト

★
武
士
の
身
を
残
念
に
思
い
、
出
家
を

苦

悩

す

る

直

実

決
意
す
る
直
実

の
イ
ラ
ス
ト

（
直
実
は
、
そ
の
後
仏
門
に
入
る
）

（

）
側
の
武
将

★
笛
の
名
手

★
戦
場
で
も
笛
を
身
に
付
け
る
敦
盛

「

さ

あ

、

早

く

首
を
取
れ
」

敦
盛
の
笛
の

と
言
う
敦
盛

イ
ラ
ス
ト

の
イ
ラ
ス
ト

★
直
実
に
首
を
取
ら
せ
る
敦
盛

覚
悟
を
決
め
た

敦
盛
の
イ
ラ
ス
ト

平
敦
盛

熊
谷
次
郎
直
実

自
分
だ
っ
た
ら

自
分
だ
っ
た
ら

な
ぜ
だ
ろ
う

な
ぜ
だ
ろ
う

共
感
で
き
る
な

共
感
で
き
る
な

「
・
・
・
あ

は

れ

、
助

け

た
て

ま
つ
ら
ば
や
。
」

「
・
・
・
直

実

が

手
に
か

け

ま

ゐ

ら
せ
て
、
後
の
御

孝

養

を

こ
そ
つ
か

ま
つ
り

候
は
め
。
」

「
さ

て
は
、
な

ん

ぢ
に

あ

う

て

は

、
名

の

る

ま
じ
い
ぞ
。
・
・
・
」

「

た

だ

と

く

と

く

首

を
と
れ
。
」
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（

）

平
家
物
語

№
６

（

）
組

氏
名

◆
「
平
家
物
語
」
の
人
々
は
、
何
を
大
切
に
し
て
生
き
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
№
３
・
５
を
参
考
に
し
な
が
ら
書
い
て
み
よ
う
。

名
前

大
切
に
し
て
い

た
も
の

そ
の
人
物
を
選

ん
だ
理
由

自
分
の
考
え

武士としての
名誉

風流な心

当時の人ならではの苦悩も

あったかもしれないね…

主君の命令

親子の情

イ
チ
押
し
登
場
人
物
は
誰
？

例にあげた以外にも、いろ

いろ思いつきそうだね。

自分なりに考えてみよう。
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（

）

平
家
物
語

№
７
「

」

（

）
組

氏
名

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

◆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
知
ろ
う
。

討

論

の

形

式

の

一

つ

。

あ

る

テ

ー

マ

に

つ

い

て

異

な

る

意

見

を

も

つ

パ

ネ

リ

ス

ト

（

提

案

者

）

が

意

見

を

発

表

し

、

そ

の

後

、

会

場

の

フ

ロ

ア

（

聴

衆

）

が

加
わ
っ
て
意
見
を
交
換
す
る
。

一

つ

の

結

論

を

求

め

る

の

で

は

な

く

、

立

場

の

違

い

を

認

め

合

い

な

が

ら

、

一

人

一

人

の

考

え

を

見

直

し
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
目
的
。

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
の
代
表

と
し
て
意
見
を
述
べ
る
。
異
な
る
立
場
の

パ
ネ
リ
ス
ト
と
討
論
を
行
っ
た
り
、
フ
ロ

①

テ
ー
マ
の
確
認
と
パ
ネ
リ
ス
ト
の

１
分

ア
か
ら
質
問
や
反
論
が
あ
っ
た
場
合
は
そ

紹
介

れ
に
答
え
た
り
す
る
。

各
２
分

②

各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
の
意
見
発
表

全
体
の
進
行
を
行
う
。
パ
ネ
リ
ス
ト
同

士
の
討
論
を
活
性
化
さ
せ
た
り
、
フ
ロ
ア

７
分

に
積
極
的
な
発
言
を
促
し
た
り
す
る
。

③

パ
ネ
リ
ス
ト
同
士
の
討
論

分

パ
ネ
リ
ス
ト
同
士
の
討
論
を
聞
き
終
わ

④

フ
ロ
ア
を
交
え
て
の
全
体
討
論

13

っ
た
ら
、
全
体
討
論
に
加
わ
る
。
自
分
の

グ

ル

ー

プ

の

意

見

に

つ

い

て

補

足

し

た

各
１
分

り
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
質

⑤

各
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
ま
と
め

問
や
反
論
を
し
た
り
す
る
。

５
分

⑥

司
会
に
よ
る
ま
と
め

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
・
・
・

会 場 図

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
流
れ

パ

ネ

リ

ス

ト

フ

ロ

ア

司

会

他
に
も
、
書
記
係
や

時
計
係
が
必
要
だ
よ
。
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（

）

平
家
物
語

№
８
「

」

（

）
組

氏
名

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

◆
作
品
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
深
め
よ
う
。

№
６
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
基
に
し
て
、
自
分
の
考
え
を

字
程
度
に
ま
と
め
よ
う
。

200

《
立
論
の
書
き
方
（
例

》
）

立

論

カ

ー

ド

主 張根 拠まとめ

（例）を参考にし

ながら、できるだ

け具体的に分かり

やすく書こう！

「
私
は
、
○
○
と
い
う

人
物
は

で
あ
る
と

～

考
え
ま
す
。

理
由
は
△
つ
あ
り
ま

す

」
。

「
一
つ
目
は
、

と

～

い
う
こ
と
で
す
。

・
・
・
・
・
・
・

」
。

＊
自
分
の
考
え
の
根
拠
に

な
る
こ
と
を
、
分
か
り

や
す
く

＊
セ
リ
フ
や
行
動
、
本
文

の
内
容
な
ど
か
ら

＊
自
分
と
の
共
通
点
や
相

違
点
、
自
分
の
経
験
な

ど
か
ら

「

、

以
上
の
こ
と
に
よ
り

○
○
は

で
あ
る
と

～

考
え
ま
す

」
。
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（

）

平
家
物
語

№
９
「

」

（

）
組

氏
名

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

◆
グ
ル
ー
プ
で
意
見
を
交
流
し
合
い
、
ま
と
め
よ
う
。

★
話
合
い
（
Ｋ
Ｊ
法
）
の
や
り
方
マ
ニ
ュ
ア
ル

①

自
分
の
「
立
論
カ
ー
ド
」
を
見
な
が
ら
、
自
分
の
意

見
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
思
わ
れ
る
事
柄
を
付
せ
ん

（
２
分
）

紙
に
記
入
す
る

。

・
付
せ
ん
紙
一
枚
に
つ
き
、
一
つ
の
事
柄
を
簡
潔
に

ま
と
め
る
。

・
こ
の
付
せ
ん
紙
が
話
し
合
う
時
の
材
料
に
な
る
の

で
、
で
き
る
だ
け
多
く
書
く
。

②

自
分
の
考
え
を
述
べ
な
が
ら
、
付
せ
ん
紙
を
画
用
紙

（
３
分
）

に
貼
っ
て
い
く
。

③

全
員
の
付
せ
ん
紙
が
貼
ら
れ
た
ら
、
似
た
よ
う
な
内

（

）

容
の
も
の
を
集
め

小
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
す
る

、

。

分
10

・
小
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
ら
、
そ
れ
に
タ
イ
ト
ル
を

つ
け
る
。

・
小
グ
ル
ー
プ
同
士
で
ま
と
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
れ

ば
ま
と
め
、
大
グ
ル
ー
プ
を
作
る
。

（
５
分
）

④

全
員
で
話
し
合
い
、
考
え
を
集
約
す
る
。

・
ま
と
め
た
大
グ
ル
ー
プ
の
間
を
、
ス
ト
ー
リ
ー
の

よ
う
に
つ
な
い
で
い
く
。

◆
グ
ル
ー
プ
の
「
中
心
と
な
る
意
見
」
を
決
め
よ
う
。

班

み
ん
な
の
意
見
を
大
切
に
し
な
が
ら
話
し
合
お
う
！

似
た
よ
う
な
内
容
の
付
せ
ん

紙
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
な
が

ら
、
み
ん
な
の
意
見
を
一
つ

に
し
ぼ
り
こ
も
う
。
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（

）

平
家
物
語

№

「

」

（

）
組

氏
名

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

10

◆
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
準
備
を
し
よ
う
。

・

）
班

（
・
パ
ネ
リ
ス
ト
氏
名
（

）

【
代
表
者
の
立
論
】

【
強
調
し
た
い
内
容
】

【
予
想
さ
れ
る
質
問
・
反
論
】

【
予
想
さ
れ
る
質
問
・
反
論
】

【
答
え
】

【
答
え
】

打
ち
合
わ
せ
カ
ー
ド

要点を簡潔にまとめよう。

説得力をもたせるために、

根拠も忘れずに。

特に押したい部分を

はっきりさせておこう。

ど ん な質 問 や 反 論 が予 想でき

るだろう。

みんなで相談しよう。
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（

）

平
家
物
語

№

「

」

（

）
組

氏
名

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

11

◆
パ
ネ
リ
ス
ト
の
意
見
、
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
考
え
な
ど
を
記
録
し
よ
う
。

質
問
や
反
論

パ
ネ
リ
ス
ト
の
意
見

共
感
度

気
付
い
た
こ
と

考
え
た
こ
と

（

）
さ
ん

◎○△？

（

）
さ
ん

◎○△？

（

）
さ
ん

◎○△？

（

）
さ
ん

◎○△？

自 分 の 意 見 と 比 べ な が ら 聞

こう！

き っ と 新 し い 発 見 や 気 付 き

があるはず！

意見を述べる時は、「誰のどの部分に対しての

質問や意見か」をはっきり言おう。

フロアは、話し合いを深める重要な役割。

積極的に発言しよう！

聞
き
取
り
カ
ー
ド
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（

）

平
家
物
語

№

「

」

（

）
組

氏
名

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

12

を
書
い
て
み
よ
う
。

◆
「
自
分
の
考
え
に
新
し
い
視
点
を
加
え
て
く
れ
た
意
見
」

「
優
れ
て
い
る
・
共
感
で
き
る
と
思
わ
れ
た
意
見
」

【
パ
ネ
リ
ス
ト
同
士
の
討
論
の
時
】

【
全
体
討
論
の
時
】

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
】

◆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
振
り
返
り
、
自
分
の
取
り
組
み
を
評
価
し
て
み
よ
う
。

項

目

できた

だいたい
できた

あまり
できなかった

できなかった

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
に
つ
い
て

①

テ

ー

マ

に

つ

い

て

複

数

の

立

場

が

あ

る

こ

と

を

理

解

し

、

自。

分
の
立
場
で
意
見
や
根
拠
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た

②

自

分

の

考

え

と

比

較

し

な

が

ら

、

他

の

グ

ル

ー

プ

の

意

見

を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

③

聞

き

手

が

分

か

り

や

す

い

よ

う

に

工

夫

し

な

が

ら

根

拠

を

明

確
に
し
て
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
作
品
を
読
み
深
め
る
こ
と
」
に
つ
い
て

①

他

の

グ

ル

ー

プ

の

意

見

を

聞

い

て

、

新

た

な

見

方

に

気

付

い

た
り
、
自
分
の
考
え
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

②

平

家

物

語

の

人

々

の

生

き

方

と

自

分

と

を

比

べ

な

が

ら

考

え

る
こ
と
が
で
き
た
。
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（

）

平
家
物
語

№

「
学
習
の
ま
と
め
」
（

）
組

氏
名

13

◆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て

「
平
家
物
語
」
や
そ
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
新

、

た
に
気
付
い
た
こ
と
や
深
ま
っ
た
考
え
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
。
そ
れ
を

字
程
度
で
ま

400

と
め
て
み
よ
う
。

はじめ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
別
の
人
物
に
興
味
を
も
っ

た
人
や
自
分
の
考
え
が
変
わ
っ
た
人
も
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

な かおわり文章の構成にも気を付けよ

う。３段落作るといいよ！
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（

）

平
家
物
語

「

」

（

）
組

氏
名

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

・
司
会
者
氏
名
（

）

・
書
記
氏
名
（

）

・
時
計
係
氏
名
（

）

（

）
さ
ん
の
意
見

こ
の
意
見
へ
の
予
想
さ
れ
る
質
問
や
反
論

他
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
の
対
立
点

（

）
さ
ん
の
意
見

こ
の
意
見
へ
の
予
想
さ
れ
る
質
問
や
反
論

他
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
の
対
立
点

（

）
さ
ん
の
意
見

こ
の
意
見
へ
の
予
想
さ
れ
る
質
問
や
反
論

他
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
の
対
立
点

（

）
さ
ん
の
意
見

こ
の
意
見
へ
の
予
想
さ
れ
る
質
問
や
反
論

他
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
の
対
立
点

◆
発
表
順（

）

（

）

（

）

（

）

①

②

③

④

進
行
係

事
前
打
ち
合
わ
せ
カ
ー
ド
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◆
①
質
問
や
反
論
に
備
え
て
お
く
べ
き
こ
と
・
②
根
拠
や
具
体
例
な
ど
の
補
充

①

②

①

②

◆
メ
モ
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（

）

平
家
物
語

「

」

（

）
組

氏
名

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

★
他
の
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、
新
し
い
も
の
の
見
方
に
気
付
い
た
り
、
考
え
が

広
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

、

、

。

を
す
る
こ
と
で

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
検
討
し

自
分
の
考
え
を
深
め
ま
し
ょ
う

★
そ
れ
で
は
始
め
ま
す
。
司
会
を
行
う
（

）
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す

。
今

日
の

テ
ー
マ

は

「
平

家
物

語
の

人
々
が
大

切
に
し
て
い

た
も
の
は
？
～

、

自
分
の
イ
チ
押
し
登
場
人
物
に
つ
い
て
語
ろ
う
」
で
す
。

。
（

）

、
（

）

、
（

）

★
パ
ネ
リ
ス
ト
を
紹
介
し
ま
す

さ
ん

さ
ん

さ
ん
、
そ
し
て
（

）
さ
ん
で
す
。

★
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
表
や
討
論
を
行
っ
た
後
、
フ
ロ
ア
の
皆
さ
ん
に
も
討
論
に
加
わ

っ
て
も
ら
い
、
全
体
で
意
見
交
換
を
し
ま
す
。
フ
ロ
ア
の
皆
さ
ん
は
、
パ
ネ
リ
ス

ト
が
ど
ん
な
意
見
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
し
っ
か
り
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

、

。

。

、

★
で
は

パ
ネ
リ
ス
ト
の
意
見
発
表
を
行
い
ま
す

時
間
は
一
人
２
分
で
す

ま
ず

（

）
さ
ん

か
ら

お
願

い
し
ま

す

あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

。
【
発

表
】

（
後
は
繰
り
返
し
）

★
そ
れ
で
は
、
今
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
で
討
論
を
し

て
い

き
ま

す

（

）
さ
ん

の
意

見
に
つ

い
て
質
問
や

反
論
な
ど
が

あ
り
ま

。

す
か
。

★
～
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
○
○
さ
ん
い
か
が
で
す
か
。

（
様
子
を
見
な
が
ら
順
に
指
名
し
た
り
、
時
々
意
見
を
ま
と
め
た
り
す
る
）

★
こ
こ
で
全
体
討
論
に
入
り
ま
す
。
フ
ロ
ア
の
皆
さ
ん
か
ら
も
質
問
や
意
見
な
ど
、

た
く
さ
ん
出
し
て
く
だ
さ
い
。
発
表
す
る
時
に
は
、
ま
ず
誰
の
ど
ん
な
意
見
に
対

す
る
も
の
か
を
述
べ
て
か
ら
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。
何
か
あ
り
ま
す
か
。

（
似
た
よ
う
な
意
見
は
ま
と
め
て
受
け
る
）

（
話
が
話
題
か
ら
そ
れ
た
ら
、
元
に
戻
す
）

（
意
見
が
出
な
い
と
き
は

「
考
え
る
時
間
を
と
り
ま
す
。

、

近
く
の
人
と
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
投
げ
か
け
る
）

★
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
話
合
い
を
受
け
て
の
ま
と
め
を
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
発

表
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
（

）
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

【
発
表
】

（
後
は
繰
り
返
し
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
で
は
最
後
に
、
話
合
い
の
ま
と
め
を
し
ま
す
。

（
話
合
い
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
同
時
に
、
自
分
の
意
見
や
感
想
も
述
べ
る
）

★
以
上
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
わ
り
に
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

司
会
の
手
引
き

ど
う
し
て
い
い
か
分

か
ら
な
く
な
っ
た

ら
、
先
生
に
助
け
を

求
め
よ
う

あ
い
さ
つ

テ
ー
マ
の
確
認

パ
ネ
リ
ス
ト
の

紹
介

パ

ネ

リ

ス

ト

か

ら

の

意

見

発

表

パ

ネ

リ

ス

ト

同

士

の

討
論

フ

ロ

ア

を

交

え

て

の

全

体

討

論

各

パ

ネ

リ

ス

ト

に

よ

る

ま

と

め

司
会
に
よ
る

ま
と
め
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単元名 芭蕉とともに「おくのほそ道」を旅する

～「芭蕉道中記」を編集しよう～

単元の目標 俳句に込めた芭蕉の思いを、自分の選んだ形態の文章に表す活動を通して、「おくの

ほそ道」を読み深めることができる。

■ 本時の展開（１／７） 見通し１
（１）ねらい 「おくのほそ道」の背景知識の把握と音読を通して、作品について知るとともに、単

元全体の学習についての見通しをもつ。
（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート① プレゼンテーション資料
（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価
予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 単元のねらいと学習内容を知 ・これから「おくのほそ道」という古典作品を読んでいく
る。 ４ ことと、読み取った芭蕉の思いを文章に表して交流し合

分 うことを伝え、学習に対する見通しをもたせる。
・「おくのほそ道」について知っていることを発表させる。

２ 「おくのほそ道」の背景知識 ・作者である松尾芭蕉については、彼の生涯と著名な俳句
について知る。 １７ の紹介、さらに日本を代表する俳人でもあることなどを

分 押さえる。
ワークシートの空欄を埋めなが ・「おくのほそ道」という作品については、「紀行文」とい
ら、「おくのほそ道」という作 うジャンルの最高峰の一つと言われていることや、芭蕉
品について見ていきましょう。 が旅先で作った俳句が散りばめられていることなどを押

さえる。
・芭蕉の名前は、知っているな。 ・全体の内容や芭蕉の旅の行程、また芭蕉という人物につ
・芭蕉はずいぶん長い旅に出たん いてつかむために、資料集の他に映像資料を用いて生徒
だな。旅先で俳句を詠んだのか。 の興味を喚起する。

３ 単元の目標をつかむ。 ・教科書の「書くこと」の単元「文章の形態を選んで書こ
２ う 修学旅行記を作る」と組み合わせて学習していくこと

テーマ：俳句でたどる 分 を伝える。
「おくのほそ道」 ・旅先で詠んだ芭蕉の俳句を中心に、その時の芭蕉の思い

～「芭蕉道中記」を を考えていくことと、その思いを様々な形態の文章に書
編集しよう～ き表し、交流し合うという課題とテーマ、作品を読み深

める際の目標を提示する。
・修学旅行記の代わりに、芭蕉の
旅行記を書くんだな。

・芭蕉は、旅先で俳句にどんな思
いを込めたんだろう。

４ 「おくのほそ道」全文を音読 ・これまで学習してきた作品とは異なる、芭蕉独特の格調
する。 ２５ 高い文体（漢文調の言い回し、対句的な表現など）に着

分 目させる。
文章の特徴を生かしながら、本 ・暗唱できる生徒には、積極的に発表させるようにする。
文（「１門出」「２平泉」）を音 ・楽しみながら音読・暗唱できるように、読ませ方を工夫
読しましょう。 する。

・「竹取物語」や「平家物語」と
はリズムが違うな。

・頑張って暗唱してみよう。 ◎滑らかに音読できない生徒には、歴史的仮名遣いとリズ
ムに気を付けるよう助言する。

◇文語のきまりや仮名遣いに注意したり、漢文調の文
体を生かしたりしながら音読している。

（観察・発表）【言】

５ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、「１門出」を読み進め、芭蕉の旅に対する思い
分 を考えていくことを知らせる。

目標

俳句に込めた芭蕉の思いを基に、「おくのほそ道」を読み深める

こと。そしてその思いを、様々な形態の文章に書き表すこと。

①追い読み→②交代読み→③二人読み→
④グループ読み→⑤たけのこ読み→⑥スピード読み

[学習課題] 「おくのほそ道」の背景知識の把握や音読を通して、作品について知ろう。
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■ 本時の展開（２／７） 見通し２の①

（１）ねらい 「１門出」の場面を読み、芭蕉が旅に寄せる心情を理解する。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート②

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は「１門出」の場面について内容をとらえ読んでい

３ くとともに、芭蕉が旅に寄せる心情を理解していくこと

分 を伝え、学習に対する見通しをもたせる。

２ 現代語訳や脚注を参考にしなが ・芭蕉にとっての旅のもつ意味や、旅への思いを中心に読

ら、内容をとらえる。 ３０ み取っていくことを確認する。

分 ・考えさせたい事柄

「１門出」の部分を読み、芭蕉

にとって「おくのほそ道」の旅

がどのような意味をもつのかを

考えましょう。

・芭蕉がどんなにこの旅に出たか

ったかが伝わるな。

・芭蕉は、旅の途中で死んでもい

いと考えていたのかな。

・早く旅に出たくてたまらない様

子が伝わってくるようだ。

・自分の家まで人に譲ってしまう

なんて、なかなかできないこと

だ。 ・自分に引き寄せて考えられるよう、生徒自身がもつ旅の

イメージと、芭蕉の旅への思いの共通点や相違点に目を

向けさせる。

・「草の戸も…」の俳句に込められた芭蕉の思いを考えさ

せる。芭蕉庵の住人が住み替わることを理解し、家を手

放し、二度と戻ってくることのない芭蕉の強い決意を押

さえる。

３ 旅に対する芭蕉の思いについ ・芭蕉の旅への思いは、現代の旅行観とは大きく異なるこ

て話し合う。 １５ とを、語句や表現からとらえさせる。

分 ・自分の考えとその根拠を明確にして話すよう助言する。

・自分が考えていた旅のイメージ ◎イメージできない生徒には、修学旅行を思い出させ、出

と、芭蕉の旅はずいぶん違うな。 立前にどのような心境だったかを考えさせる。

・みんなの意見は参考になるな。 ・少人数のグループを編成し、話合いを行いやすい雰囲気

を作る。

◇芭蕉の旅に対する思いを、自分の考えや体験などと

比較しながらとらえている。

（観察・ワークシート）【読】

４ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、「２平泉」を読み進め、芭蕉が平泉で感じたこ

分 とを読み取っていくことを知らせる。

◆「月日は百代の過客にして、行きかふ年もまた旅人

なり」に込められた、芭蕉の人生観

芭蕉の「旅」に対する考え方、古人（芭蕉が目標と

する、旅に生き旅に死んだ詩人たち）への憧れ

◆旅に出たい気持ち

三つの支度の内容と、出立を心待ちにしている芭蕉

の様子

◆「草の戸も住み替はる代ぞ雛の家」の俳句に込めら

れた思い

芭蕉の住まいを表す複数の言葉、家を人に譲る意味、

芭蕉のこの旅に対する覚悟

[学習課題] 「１門出」の場面から、芭蕉の旅に対する思いをとらえよう。
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■ 本時の展開（３／７） 見通し２の②

（１）ねらい 「２平泉」の場面を読み、芭蕉が平泉で感じた思いを理解する。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート③

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は「２平泉」の場面について内容をとらえ読んでい

３ くとともに、芭蕉が平泉で感じた思いを理解していくこ
分 とを伝え、学習に対する見通しをもたせる。

２ 現代語訳や脚注を参考にしな ・この場面は現代語訳が教科書に掲載されていないので、

がら、内容をとらえる。 ３０ 脚注を参考に、家庭学習で現代語訳をまとめさせておく。

分 ・芭蕉が藤原三代の栄華と滅亡、源義経の自害、昔をしの

「２平泉」の部分を読み、平泉 ばせる光堂の姿などから、何を感じ取ったのかを中心に

を訪れた芭蕉が、何を見て何を 読み取っていくことを確認する。

感じたのかを考えましょう。 ・考えさせたい事柄

・栄華を誇っても、結局は滅んで

しまうところなどは、「平家物

語」と似ているな。

・芭蕉が、源義経を慕っていたこ

とがよく分かるな。

・芭蕉は、高館と光堂で反対の光

景を見たんだな。俳句から、そ

れがよく分かる。

・無常観や源義経など、既習の「平家物語」の学習を思い

出させる。

・平泉については、歴史の授業で学んだ知識を確認させた

り、世界遺産に登録されていることを知らせたりする。

・自分に引き寄せて考えられるよう、芭蕉の行動と自分の

行動とを比較する視点をもつよう助言する。

・芭蕉作の二句に込められた思いを考えさせる。高館と光

堂とで、俳句に詠まれている情景の違いを押さえる。

３ 芭蕉が高館と光堂で、それぞ ・高館と光堂で、それぞれ何を見たのかを確認し、その時

れ何を感じたのかについて話し １５ の心情を話し合わせる。

合う。 分 ・高館と光堂では、人間の営みに対して相反する感じ方を

していることを押さえる。

・草むらになってしまった高館と、 ・自分の考えとその根拠を明確にして話すよう助言する。

昔の姿が残っている光堂の違い ◎考えがもてない生徒には、芭蕉の俳句を思い出させ、俳

は何だったんだろう。 句に詠まれた情景をヒントにするよう助言する。

・○○さんは、自分と同じ感じ方

をしているな。 ◇芭蕉のものの見方や考え方をとらえ、それに対する

自分の考えをもっている。

（観察・ワークシート）【読】

４ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、「おくのほそ道」の行程をたどりながら、その

分 他の場所で詠まれた俳句を鑑賞していくことを知らせる。

◆奥州藤原氏の栄華と滅亡

繁栄を誇った藤原氏と、そこにかくまわれた義経主

従の自害、草原と化した場所で感じた人間の営みの

はかなさ、無常観

◆「春望」の引用と芭蕉の涙

「春望」が書かれた状況と、芭蕉の見ている情景と

の共通点

◆芭蕉が光堂で感じた思い

人々の努力によって、草むらとならずにすんでいる

光堂への感動

[学習課題] 「２平泉」の場面から、芭蕉の心情をとらえよう。
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■ 本時の展開（４／７） 見通し２の③

（１）ねらい 「おくのほそ道」の旅の行程をたどりながら、芭蕉の俳句を鑑賞する。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート④

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は、教科書の「『おくのほそ道』俳句地図」と資料

３ 集を用いながら、芭蕉の旅の行程を確認し、それぞれの

分 土地で詠んだ俳句を鑑賞していくことを伝え、学習に対

する見通しをもたせる。

２ 教科書や資料集を基に芭蕉の ・取り上げる俳句は、以下の場所のものとする。

俳句を鑑賞し、俳句に込められ ３０

た芭蕉の思いを想像する。 分

地図を見ながら、芭蕉の旅をた

どっていきましょう。そして、 ・教科書や資料集の鑑賞文、写真等を手がかりに鑑賞させ、

それぞれの俳句に込められた芭 芭蕉が何に心を揺さぶられたのかを考えさせる。

蕉の思いを考えましょう。 ・鑑賞のポイント

・芭蕉はどんな時に俳句を詠みた

くなるんだろう。

・１学期の俳句の学習が生かせる

な。芭蕉の感動の中心をしっか ・前時までの学習を基に、芭蕉にとっての旅のもつ意味や、

りとらえよう。 平泉で感じた無常観などを参考に想像するよう助言する。

・日本海側で詠んだ俳句が多いん ・１学期に学習した「俳句の可能性」を思い出させ、俳句

だな。風景が美しいからだろう を鑑賞する際には、五感や想像力を働かせることが大切

か。 であることを確認する。

◎なかなか想像できない生徒には、旅の感動がどんなとこ

ろにあるか、自分自身の体験を思い出させる。

◇俳句に表れている芭蕉のものの見方や考え方を基に、

芭蕉の思いを想像している。

（ワークシート）【読】

３ 道中記を書く際に取り上げた ・選んだ俳句を基に道中記を記していくことを再度確認し、

い俳句を一つ選び、道中記を書 １５ 最も心に残った俳句を選ぶよう指示する。

くために必要な情報は何かを考 分 ・その俳句を選んだ理由を明確にもたせ、それをワークシ

える。 ートに記入させる。

・自分が選んだ俳句について、「すでにもっている情報」「こ

芭蕉の詠んだ俳句の中で、一番 れから必要な情報」は何かを考えさせる。

心に残ったものはどれですか。 ・家庭で資料の収集ができる場合は、家庭学習として行っ

一つ選び、その俳句について何 てくるよう指示する。

を調べれば良いかを考えましょ

う。

４ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、本時のワークシートを基に自分が選んだ俳句に

分 ついて調べ学習をしていくことを知らせる。

千住 日光 那須 白河 立石寺 最上川 象潟

出雲崎 金沢 小松 敦賀 大垣

◆芭蕉は何を見たのか

◆芭蕉の感動の中心

[学習課題] 「おくのほそ道」の旅で芭蕉が作った俳句を鑑賞しよう。
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■ 本時の展開（５／７） 見通し３の①

（１）ねらい 文章には様々な形態があることを理解し、道中記を書く際に必要な情報を集める。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート⑤

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は、自分が選んだ俳句を基に道中記を書く際、必要

３ となる情報を集めるなどの準備をしていくことを知らせ、

分 学習に対する見通しをもたせる。

２ 文章には様々な形態があるこ ・教科書Ｐ128～「文章の形態を選んで書こう 修学旅行記

とを確認し、道中記を書く際に １５ を作る」を参考に、文章には様々な形態があることを確

ふさわしい形態を考える。 分 認する。

・修学旅行記の例を読み、同じ内容でも文章の形態によっ

教科書を参考に、道中記を書く て印象が異なることを押さえる。

際にどんな形態の文章が考えら ・旅を題材にした文章としては、紀行文以外に次のような

れるか見ていきましょう。 形態が考えられることを押さえる。

・同じメモから書いた文章でも、

形態が違うと受ける印象がずい

ぶん変わるんだな。

・芭蕉の思いを表現するには、ど

んな形態の文章がふさわしいの

だろう。

３ 自分が文章を書く際に必要な ・俳句に込められた芭蕉の思いを中心に道中記を記すこと

情報を収集する。 ３０ を確認し、「どんな目的で何を伝えたいか」を明確にも

分 たせる。

前時のワークシートを基に、道 ・前時に考えた「すでにもっている情報」「これから必要

中記を書くために必要な情報を な情報」を書いたワークシートを基に考えさせる。

集めましょう。 ・あらかじめ芭蕉や「おくのほそ道」にかかわる資料を用

意しておき、いつでも見られるようにしておくとともに、

・芭蕉の俳句に込められた「感動 現代語訳を用いて、内容について自分なりに考えたり想

の中心」を思い出そう。 像したりさせる。

・道中記を書くためには、どんな ・家庭学習で収集してきた資料も用意させ、必要があれば

情報が必要だろう。しっかり考 グループで見せ合うよう指示する。

えよう。 ◎調べ学習が進まない生徒には、教科書の「『おくのほそ

道』俳句地図」と資料集を中心に必要事項をまとめるよ

う助言する。

◇必要な情報、不足している情報を分析し、それに基

づいて情報を集めている。

（ワークシート・観察）【書】

４ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、本時の資料を基に、実際に道中記を書いていく

分 ことを知らせる。

◆説明文・レポート…見学地や調べたことについて

具体的に報告したい

◆随筆…旅の体験や全体的な感想を述べたい

◆意見文…旅での出来事から考えたことを訴えたい

◆物語・詩・手紙…旅先での感動を伝えたい

◆新聞・パンフレット…旅全体や名所の面白さを伝

えたい

[学習課題] 文章の形態にはどんなものがあるかを知り、道中記を書く準備をしよう。
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■ 本時の展開（６／７） 見通し３の②

（１）ねらい 前時に集めた情報を基に、俳句に込められた芭蕉の思いを表すのにふさわしい形態を

選んで「道中記」を書く。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート⑥ 「道中記」を書くための用紙

（３）展 開

学習活動予想
時間

指導上の留意点及び支援・評価

される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は、芭蕉の思いを表すのに最もふさわしい文章の形

３ 態を選んで、道中記を書いていくことを伝え、学習に対

分 する見通しをもたせる。

２ 自分が表したい芭蕉の思いに ・好きな形態を選択するのではなく、伝える目的と内容を

最もふさわしい文章の形態を選 １５ 考えた上で、最もふさわしい形態を選ぶことを伝える。

ぶ。 分 ・それぞれの形態がもつ特徴を確認し、思いを表現するの

に適した形態を選ばせる。

俳句に込められた芭蕉の思いを ・文章の形態によって、構成や文体も変わることを押さえ、

表すのに最もふさわしい形態を、 効果的な表現を工夫するよう伝える。

選びましょう。

３ 情報を整理し、文章にまとめ ・書いた文章は、「おくのほそ道」の行程に沿って１冊に

る。 ３０ まとめ、クラスで交流し合うことを伝え、読み手も意識

分 させるようにする。

選んだ文章の形態に合った構成 ・文章の中に、必ず芭蕉の俳句を引用することを確認する。

を考え、工夫して文章にまとめ どのような引用の仕方を考えれば芭蕉の思いが伝わるか、

ましょう。 しっかり考えさせる。

・生徒が様々な形態を選択することを考慮し、枠のみを記

・芭蕉の感動が伝わるような文章 した用紙を用意し、自由にレイアウトさせる。

を書こう。 ◎書く内容が絞り込めない生徒には、自分が芭蕉だったら

・芭蕉になったつもりで書くとい 何を一番伝えたいかと投げかけ、芭蕉の思いに寄り添わ

いのかな。 せるようにする。

◇自分が伝えたい内容を、文章の形態に適した構成や

表現を考えながら作品としてまとめている。

（ワークシート・観察）【書】

４ 次時の予告を聞く。 ２ ・次時は、それぞれの道中記を交流し合い、「おくのほそ

分 道」の学習のまとめをしていくことを知らせる。

[学習課題] 自分が選んだ文章の形態で、「芭蕉道中記」を書こう。
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■ 本時の展開（７／７） 見通し３の③

（１）ねらい 書いた道中記を交流し合い、「おくのほそ道」に込められた芭蕉の思いについて自分

の考えをまとめる。

（２）準 備 教科書 資料集 ワークシート⑦⑧

（３）展 開

学習活動
時間

指導上の留意点及び支援・評価

予想される生徒の反応 （◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時のねらいを知る。 ・本時は書いた道中記をお互いに交流し、深まった自分の

３ 考えを文章に書き表すことで「おくのほそ道」の学習の

分 まとめをしていくことを伝え、学習に対する見通しをも

たせる。

２ 書いた道中記を読み合い、各 ・最初に、自分が書いた道中記について自己評価するよう

自やグループで自己評価する。 ２２ 指示する。

分 ・次にグループで読み合い、お互いに評価し合うよう指示

みんなの書いた道中記を読み合 する。

い、交流しましょう。 ・評価の観点

●伝えたい内容にふさわしい文章形態になっている

・○○さんの文章は、とても読み か。

やすいな。参考にできる。 ●文章（紙面）の構成は工夫されているか。

・自分が選んだ形態と違うものも ●文章表現は分かりやすく工夫されているか。

たくさんある。なんだか新鮮だ ●俳句に込められた芭蕉の思いが伝わるか。

な。

・「おくのほそ道」の他の場面も ・交流し終わったら、別のグループを編制し、再度読み合

読んでみたいな。 う機会を設ける。

３ 「おくのほそ道」や芭蕉につ ・自分や友達が書いた道中記を読み、新たに気付いたこと

いて、自分の考えをまとめる。 ２０ や考えたことを中心にまとめるよう伝える。

分 ・芭蕉がどんな思いで「おくのほそ道」の旅に出たのか、

芭蕉の俳句を中心に、「おくの それぞれの土地で俳句にどんな思いを込めたのか、これ

ほそ道」という作品を学んでき までの学習を基に考えさせる。

ました。学習を振り返り、改め ◎書く内容が絞り込めない生徒には、「１門出」での芭蕉

て感じた「おくのほそ道」や芭 の強い覚悟を思い出させ、「旅＝人生」という芭蕉の価

蕉についての自分の考えを、400 値観を基に記述するよう助言する。

字程度でまとめてみましょう。

◇現代を生きる自分の知識や経験、思いと重ねながら、

作品を通じて考えたことを書いている。

（自己評価カード・ワークシート）【読】

４ 教師の話を聞く。 ・芭蕉の他の紀行文や俳句を紹介し、古典作品への興味関

５ 心を喚起できるようにする。

分 ・中学校３年間の古典学習を振り返り、今後も古典に親し

もうとする態度の育成に向けた働きかけを工夫する。

[学習課題] 書いた道中記を読み合い、改めて芭蕉の思いについて自分の考えをまとめよう。
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（

）

お
く
の
ほ
そ
道

№
１

（

）
組

氏
名

◆
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
と
い
う
作
品
に
つ
い
て
学
ぼ
う
。

○
（

）
時
代
に
成
立
し
た
（

）
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
。

○
作
者
は
「
俳
句
」
で
有
名
な
（

。
）

○
（

）
か
ら
（

）

に
至
る
ま
で

の
五
か
月
を
超

え
る
旅
の
記

録
。
漢
詩
文

の
影

響
を
受
け
た
文
体
は
、
対
句
表
現
を
効
果
的
に
用
い
た
力
強
い
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

○

弟
子
の
（

）
と

と
も
に
各
地
を

回
り
、
旅
先

で
作
っ
た
（

）
が
散
り
ば
め

ら
れ
て
い
る
。

◆
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
旅
に
つ
い
て
知
ろ
う
。

そ
の
他
に芭

蕉
が
訪
れ
た
名
所

日
光

那
須

白
河
の
関

仙
台

松
島

立
石
寺
（
山
寺
）

最
上
川

出
羽
三
山

象
潟

出
雲
崎

高
岡

山
中
温
泉

敦
賀

な
ど

旅
先
で
芭
蕉
が

俳
句
に
込
め

た
思
い
を
想
像
し
、
文
章
に
書
い
て
交
流
し
合
お
う
！

俳
句
で
た
ど
る
「
お
く
の
ほ
そ
道
」

～
「
芭
蕉
道
中
記
」
を
編
集
し
よ
う
～

テ
ー
マ

３
月

日

江
戸

出
発

27

５
月

日

平
泉

13

７
月
２
日

新
潟

７
月

日

金
沢

15

８
月

日

大
垣

21

・総移動距離…約2 4 0 0㎞
・総日数…約1 5 6日
・年齢…芭蕉4 6歳、曾良4 1歳

（ 当時の 男子 平均寿 命

は4 2 , 7歳）
・ 「 芭 蕉 は 忍 者 か ! ? 」 と い う
説もあり
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（

）

お
く
の
ほ
そ
道

№
２

「
門
出
」

（

）
組

氏
名

◆
芭
蕉
に
と
っ
て
「
旅
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
読
み
取
ろ
う
。

草
の
戸
も

住
み
替
は
る
代
ぞ

雛
の
家

★
旅
そ
の
も
の
を
自
分
の
す
み
か
と
し
て
い
る
人
た
ち

○
舟
の
上
に
生
涯
を
浮
か
べ
る
者

〔

〕

★

こ

の

俳

句

か

ら

読

み

取

れ

○
馬
の
口
と
ら
へ
て
老
い
を
迎
ふ
る
者
〔

〕

る
こ
と

○
古
人

〔

〔

〕

〕

〔

〔

〕

〕

★
最
初
の
小
さ
な
旅

○
「
風
に
誘
わ
れ
て
、
あ
て
の
な
い
旅
に
出
た
い
」

〔

〕
や
ま
ず
・
・
・

★
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
へ
の
旅

○
「
白
河
の
関
を
越
え
た
い
（
東
北
へ
の
旅
が
し
た
い

」
）

〔

〕

〔

〕

〔

〕

★
身
支
度
三
つ〔

〕

〔

〕

〔

〕

★
自
分
の
家
の
始
末

〔

〕

月

日
は
百

代
の
過
客
に
し
て
、
行

き

か
ふ
年
も
ま

た
旅

人

な
り
。

旅
に
出
た
い
気
持
ち

旅
の
準
備

こ
の
旅
に
対
す
る
芭
蕉

の
思
い
と
は
…
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（

）

お
く
の
ほ
そ
道

№
３

「
平
泉
」

（

）
組

氏
名

◆
平
泉
を
訪
れ
た
芭
蕉
の
思
い
を
読
み
取
ろ
う
。

場
所
【

】

場
所
【

】

★

「

春

望

（

杜

甫

）

の

詩

を

思

い

出

し

、

涙

★
光
堂
の
美
し
さ
に
感
動
す
る
芭
蕉

」

を
流
す
芭
蕉

既
に
退
廃
空
虚
の
草
む
ら
と
な
る

功
名
一
時
の
草
む
ら
と
な
る
。

べ
き
を
・
・
・

◆
芭
蕉
が
二
つ
の
場
所
で
そ
れ
ぞ
れ
何
を
感
じ
た
の
か
を
考
え
よ
う
。

高

館

光

堂

夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡

五
月
雨
の
降
り
残
し
て
や
光
堂

俳
句

三

代
の
栄

耀

一

睡
の
う

ち
に
し
て
、
大
門

の
後
は
一
里
こ
な
た
に
あ
り
。

か
ね
て
耳
驚
か
し
た
る
二
堂
開
帳
す
。

見 た も の感じたこと
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（

）

お
く
の
ほ
そ
道

№
４

（

）
組

氏
名

◆
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
旅
で
芭
蕉
が
作
っ
た
俳
句
を
鑑
賞
し
よ
う
。
教
科
書
の
「
俳
句

地
図
」
や
資
料
集
を
参
考
に
し
よ
う
。

【
芭
蕉
の
秀
句
が
読
ま
れ
た
場
所
】

千
住

日
光

那
須

白
河

立
石
寺

最
上
川

象
潟

出
雲
崎

金
沢

小
松

敦
賀

大
垣

◆
鑑
賞
し
た
俳
句
の
中
か
ら

「
道
中
記
」
を
書
く
と
き
に
取
り
上
げ
た
い
俳
句
を
一
つ
選

、

び
、
さ
ら
に
細
か
く
鑑
賞
し
て
み
よ
う
。

選
ん
だ
俳
句

芭
蕉
が
見
た
も
の

（
視
覚
）

視

覚

以

外

で

俳

句

か

ら

感

じ

ら

れ

る

こ
と

芭
蕉
の
感
動
の

中
心

そ
の
俳
句
を
選

ん
だ
理
由

「

道

中

記

」

を

書

く

た

め

に

必

要

な

情
報

１学期の俳句の勉強を思いだそう。

鑑 賞 す る 時 に は 、 五 感 や 想 像 力 を働 かせ

るとよかったよね！
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（

）

お
く
の
ほ
そ
道

№
５

（

）
組

氏
名

◆
文
章
に
は
様
々
な
形
態
が
あ
る
こ
と
を
知
ろ
う
。
そ
し
て
、
自
分
の
「
道
中
記
」
に
ふ

さ
わ
し
い
形
態
を
考
え
よ
う
。

課

題
に
対

す

る

自

分
の
思

い
や

考

え

な
ど

を

適
切
に

文
章
の
形
式
・
ス
タ
イ
ル
の
こ
と

表

現

す

る
の
に
最

も

ふ
さ

小
説
・
詩
歌
・
論
説
・
手
紙
・
脚
本
・

わ

し
い
形

態

を

選

ぶ
こ
と

報
道
文
・
随
筆
・
レ
ポ
ー
ト
・
意
見
文
・

が
大
切
！

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
。

紀
行
文

「
お
く
の
ほ
そ
道
」
は

●

見
学
地
や
調
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
に
報
告
し
た
い

説
明
文
・
レ
ポ
ー
ト

●

旅
の
体
験
や
全
体
的
な
感
想
を
述
べ
た
い

随
筆

●

旅
で
の
出
来
事
か
ら
考
え
た
こ
と
を
訴
え
た
い

意
見
文

●

旅
先
で
の
感
動
を
伝
え
た
い

物
語
・
詩
・
手
紙

●

旅
全
体
や
名
所
の
面
白
さ
を
伝
え
た
い

新
聞
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

◆
資
料
集
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら

「
道
中
記
」
を
書
く
た
め
に
必
要
な
情
報
を
集
め
よ

、

う
。
ま
た
、
現
代
語
訳
を
読
ん
で
、
自
分
な
り
に
芭
蕉
の
思
い
を
想
像
し
よ
う
。

た
と
え
ば
・
・
・

場
所
・
そ
の
場
所
の
特
徴
・
季
節
・
時
間
・
芭
蕉
が
見
た
も
の
・
感
動
の
中
心
】

【

文
章
の
形
態
と
は
・
・
・

自
分
が
伝
え
た
い
こ

と
に
ぴ
っ
た
り
の
も

の
を
選
ぼ
う
！

「
道
中
記
」
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
・
・
・
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（

）

お
く
の
ほ
そ
道

№
６

（

）
組

氏
名

◆
自
分
が
表
し
た
い
「
芭
蕉
の
思
い
」
に
ふ
さ
わ
し
い
形
態
を
選
び
、
工
夫
し
て
「
芭
蕉

道
中
記
」
を
書
こ
う
。

伝
え
る
目
的

伝
え
た
い

「
芭
蕉
の
思
い
」

選
ん
だ
形
態

◆
「
芭
蕉
道
中
記
」
を
書
く
と
き
の
約
束

〔
レ
イ
ア

ウ
ト
〕

★

Ａ

４

の

用

紙

一

枚

に

収

ま

る

作

品

に

仕

上

げ

ま

し

ょ

う
。

★

全

員

の

作

品

を

「

お

く

の

、

ほ

そ

道

」

の

行

程

に

沿

っ

て

一

冊

に

ま

と

め

ま

す

。

「

読

み

手

」

が

い

る

こ

と

を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

★

そ

の

土

地

で

詠

ま

れ

た

俳

句

を

必

ず

引

用

し

ま

し

ょ

う
。

★

ど
の
よ
う
に
作
品
の
中
に

入

れ
れ
ば
芭
蕉
の
思
い
が

伝
わ

る
か
、
考
え
ま
し
ょ
う
。

俳
句
に
込
め
ら
れ
た

芭
蕉
の
思
い
を

し
っ
か
り
伝
え
よ
う
！

- 資料66 -



（

）

お
く
の
ほ
そ
道

№
７

（

）
組

氏
名

◆
書
い
た
「
道
中
記
」
に
つ
い
て
、
自
分
の
取
り
組
み
を
評
価
し
て
み
よ
う
。

項

目

①
伝
え
た
い
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
文
章
形
態
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

②
文
章
（
紙
面
）
の
構
成
を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

、

。

③
文
章
表
現
を

分
か
り
や
す
く
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
た

④
俳
句
に
込
め
ら
れ
た
芭
蕉
の
思
い
が
伝
わ
る
よ
う
な
作
品

を
書
く
こ
と
が
で
き
た
。

◆
友
達
の
「
道
中
記
」
を
お
互
い
に
評
価
し
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
を
記
入
し
て
み
よ
う
。

評
価
者

評
価
者

評
価
者

評
価
者

評

価

項

目

（

）
（

）
（

）
（

）

①
伝
え
た
い
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
文
章
形
態
に
な
っ
て

い
る
か
。

②
文
章
（
紙
面
）
の
構
成
は
工
夫
さ
れ
て
い
る
か
。

③
文
章
表
現
は
分
か
り
や
す
く
工
夫
さ
れ
て
い
る
か
。

④
俳
句
に
込
め
ら
れ
た
芭
蕉
の
思
い
が
伝
わ
る
か
。

◆
「
道
中
記
」
に
つ
い
て
、
感
想
を
書
こ
う
。

【

道
中
記
」
を
書
い
た
り
、
友
達
の
作
品
を
読
ん
だ
り
し
て
感
じ
た
こ
と
】

「

「
道
中
記
」
を
書
い
た
り
読
ん
だ
り
し
な
が
ら
、

み
ん
な
も
芭
蕉
と
一
緒
に
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の

旅
が
で
き
た
か
な
。

できなかった

できた

あまり
できなかった

だいたい
できた
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（

）

お
く
の
ほ
そ
道

№
８「
学
習
の
ま
と
め
」
（

）
組

氏
名

◆
俳
句
を
も
と
に
「
道
中
記
」
を
書
く
活
動
を
通
し
て

「
お
く
の
ほ
そ
道
」
や
芭
蕉
に
つ

、

い
て
新
た
に
気
付
い
た
こ
と
や
深
ま
っ
た
考
え
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
。
そ
れ
を

字
程

400

度
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。

はじめ

も
う
一
度
、
改
め
て
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
と
い
う
作
品
や
、
松
尾
芭
蕉

と
い
う
人
物
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

な かおわり
文章の構成にも気を付けよう。

３段落作るといいよ！

180360
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